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文 教 民 生 委 員 会 次 第 
 

                                      日時  2025 年４月 14 日（月）９:30～ 

                                      場所  第２委員会室 

 

１ 開    会 

 

２ 委員長あいさつ 

 

３ 自己紹介 

  正副委員長 → 委 員 → 当 局（名簿順） → 事務局 

 

４ 協議事項 

⑴  委員会所管事項の事務概要について  

前半の部【くらし創造部】生活環境課 

【市民部】    窓口サービス課 国保・年金課 

【健康福祉部】  社会福祉課 高年介護課 福祉監査課 健康増進課  

【各振興局】   

 

後半の部【こども未来部】こども未来課 こども支援課 

【観光文化部】 文化・スポーツ振興課 新文化会館整備推進室 

【教育委員会】 教育総務課 教育施設課 学校教育課 幼児育成課 

   

⑵  委員会重点調査事項について  

 

⑶ その他 

ア 管外行政視察研修について 

  視察日程 2025 年５月 19 日（月）～21 日（水） 

   

５ 報告事項 

⑴ ことぶき苑が実施している訪問系サービスの廃止について 

                （健康福祉部 高年介護課） 

 

⑵ 竹野学園の移転スケジュール(案)について（教育委員会 教育施設課） 

                    

６ そ の 他 

 

７ 閉    会 



【委　　員】

7 名

【当　　局】

9 9

8 名 11 名

【事 務 局】 43 名

前半の部

後半の部 合計 51 名

職   名 氏　名

議会事務局主幹 中川　光典

武田　満之 幼児育成課長 向原　芳江

澤口久美子 幼児育成課参事 三輪　純子

健康増進課参事

健康増進課参事

健康増進課長 宮野　千晶 学校教育課参事 服部　　隆

福祉監査課長 橋本　明宏 学校教育課参事 吉谷　孝憲

高年介護課参事 木内　純子 学校教育課長 寺坂　浩司

高年介護課参事 玉島　正雄 教育施設課参事 加藤　哲夫

部次長兼 高年介護課長 定元　秀之 教育施設課長 谷口　祥規

社会福祉課参事 神谷　謙二 教育総務課参事 本庄　　昇

社会福祉課長 梶原　博和 教育総務課参事 旭　和則

健康福祉部参事 若森　洋崇 教育総務課長 川崎　智朗

健康福祉部 健康福祉部長 原田　政彦 教育委員会 教育次長 永井　義久

 部次長兼 新文化会館整備推進室長 村田　一紀

職   名 氏　名 職   名 氏　名

出石振興局 市民福祉課長 成田　和博             文化・ｽﾎﾟｰﾂ振興課参事 武縄　真明

但東振興局 市民福祉課長 松井　郁子             文化・ｽﾎﾟｰﾂ振興課参事 吉岡　和彦

竹野振興局 市民福祉課長 大谷　賢司             文化・ｽﾎﾟｰﾂ振興課参事 福井　孝道

日高振興局 市民福祉課長 小野　弘順             文化・ｽﾎﾟｰﾂ振興課参事 小川　一昭

城崎振興局 市民福祉課長 惠後原博美 原田　泰三

国保・年金課長 坪内　淳子 観光文化部 観光文化部長 太田垣健二

            文化・ｽﾎﾟｰﾂ振興課長

氏　名

くらし創造部 生活環境課長 和田　哲也 こども未来部 こども未来部長 山口　繁樹

丸谷　祐二

窓口サービス課長 谷垣　卓宏 こども支援課長 吉本　　努

生活環境課参事 小崎　新子 こども未来課長 若森和歌子

市民部 市民部長 植田　教夫 こども未来課参事
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職　 名 氏　　　　名

委　員　長 清　水　　　寛

委　　　員 前　田　敦　司

委　　　員 森　垣　康　平

委　　　員 義　本　みどり

副 委 員 長 荒　木　慎大郎

委　　　員 須　山　泰　一

委　　　員 福　田　嗣　久
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文教民生委員会重点調査事項 
 

 

 

１ 福祉等の充実について 

      

   ２ 医療の確保について 

      

   ３ 環境衛生について 

      

   ４ 交通安全・防犯対策について 

      

   ５ 教育をめぐる諸問題について 

      

   ６ 子ども・子育て支援について 

      

   ７ 文化・スポーツ振興について 

 

８ 文化財の保護と伝統文化の継承について 

      

   ９ 生涯学習について 
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午前９時２３分開会 

○委員長（清水  寛） すみません、おはようござ

います。 

 定刻より少し早いんですけども、皆さんおそろい

になりましたから、ただいまから文教民生委員会を

開会いたします。 

 ４月からということで、今日は事務概要というこ

とで委員会のほうを進めていきます。特に今回、４

月の人事異動ということで、同級生の顔がちらほら

と見れるようになって、何となくちょっと心強いな、

うれしいなというふうに思ってます。今日はちょっ

と協議事項が多くあるわけではないんですけども、

文教民生委員会全ての事務概要ということで、少し

時間がかかるような予定になっておりますので、当

局の皆さん、また、議員の皆さんも質問したい気持

ちはたくさんあるとは思いますけども、なるべく最

小限にとどめていただきたいというふうに思いま

すので、よろしくお願いします。 

 本日の当局職員出席者についてですが、前半の部、

くらし創造部、市民部、健康福祉部、各振興局、後

半の部は、こども未来部、観光文化部、教育委員会

の２つのグループに分けて出席いただくように要

請しておりますので、ご了承願います。 

 それでは、３の自己紹介に入ります。 

 今回は年度当初の委員会であり、４月の人事異動

で当局職員に異動がありましたので、ここで出席者

の皆さんに自己紹介をお願いしたいと思います。 

 まず、正副委員長、各委員、当局の職員、最後に

事務局という順でお願いいたします。 

 なお、当局職員は、マイクを使用し、お手元の名

簿順でお願いいたします。 

 まず、委員からです。私から、そしたら、荒木さ

ん、荒木副委員長のずっとこっち側やってもらって、

その後、こちらのほうにというふうにお願いしたい

と思います。 

 それでは、改めまして、委員長の清水です。どう

ぞ、恐らくこの半年間というお付き合いになると思

いますけども、よろしくお願いいたします。 

○委員（荒木慎大郎） 副委員長の荒木です。よろし

くお願いいたします。 

○委員（森垣 康平） 森垣です。よろしくお願いい

たします。 

○委員（前田 敦司） 前田です。よろしくお願いし

ます。 

○委員（義本みどり） 義本です。よろしくお願いし

ます。 

○委員（福田 嗣久） 福田でございます。よろしく

お願いします。 

○委員（須山 泰一） 須山です。よろしくお願いし

ます。 

○委員長（清水  寛） 次に、くらし創造部からお

願いいたします。 

○生活環境課長（和田 哲也） おはようございます。

くらし創造部生活環境課長の和田といいます。文教

民生委員会は２年目でございます。よろしくお願い

します。 

○生活環境課参事（小崎 新子） おはようございま

す。生活環境課参事の小崎と申します。４月からで

す。よろしくお願いいたします。 

○市民部長（植田 教夫） おはようございます。市

民部長の植田です。昨年に引き続き、今年もよろし

くお願いいたします。 

○窓口サービス課長（谷垣 卓宏） 窓口サービス課

の谷垣です。この４月からお世話になります。よろ

しくお願いします。 

○国保・年金課長（坪内 淳子） おはようございま

す。国保・年金課の坪内です。よろしくお願いいた

します。 

○城崎振興局市民福祉課長（惠後原博美） おはよう

ございます。城崎振興局市民福祉課の惠後原博美で

す。４月からこちらのほうにお世話になります。よ

ろしくお願いいたします。 

○竹野振興局市民福祉課長（大谷 賢司） 竹野振興

局市民福祉課長の大谷でございます。よろしくお願

いいたします。 

○日高振興局市民福祉課長（小野 弘順） おはよう

ございます。日高振興局の市民福祉課長の小野とい

います。よろしくお願いします。 
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○出石振興局市民福祉課長（成田 和博） おはよう

ございます。出石振興局市民福祉課の成田です。よ

ろしくお願いいたします。 

○但東振興局市民福祉課長（松井 郁子） おはよう

ございます。但東振興局市民福祉課長の松井と申し

ます。よろしくお願いします。 

○健康福祉部長（原田 政彦） おはようございます。

健康福祉部長の原田です。文教民生委員、連続９年

目になります。初心者のつもりで頑張りたいと思い

ます。どうぞよろしくお願いいたします。 

○健康福祉部参事（若森 洋崇） おはようございま

す。健康福祉部参事、業務改革担当兼ＤＸ・行財政

改革推進課参事の若森でございます。よろしくお願

いします。 

○社会福祉課長（梶原 博和） 社会福祉課の梶原と

いいます。初めての委員会で緊張しています。よろ

しくお願いします。 

○社会福祉課参事（神谷 謙二） おはようございま

す。社会福祉課参事の神谷と申します。よろしくお

願いします。 

○健康福祉部次長兼高年介護課長（定元 秀之） お

はようございます。健康福祉部次長兼高年介護課長

の定元です。よろしくお願いします。 

○高年介護課参事（玉島 正雄） おはようございま

す。高年介護課の玉島でございます。どうぞよろし

くお願いいたします。 

○高年介護課参事（木内 純子） おはようございま

す。高年介護課参事、木内です。４月からです。ど

うぞよろしくお願いします。 

○福祉監査課長（橋本 明宏） 失礼します。福祉監

査課に参りました橋本でございます。４月から参っ

ております。どうぞよろしくお願いいたします。 

○健康増進課長（宮野 千晶） 福祉監査課から健康

増進課に異動になりました宮野です。引き続きよろ

しくお願いします。 

○健康増進課参事（武田 満之） 同じく健康増進課

参事の武田です。よろしくお願いいたします。 

○健康増進課参事（澤口久美子） 同じく健康増進課

の澤口といいます。４月からお世話になっておりま

す。よろしくお願いいたします。 

○事務局主幹（中川 光典） 事務局の中川です。よ

ろしくお願いします。 

○委員長（清水  寛） ありがとうございました。 

 なお、後半の部でも委員の皆さんには自己紹介を

していただきますので、ご了承願います。 

 それでは、４の協議事項に入ります。 

１の委員会所管事項の事務概要についてです。 

 まず、当局から、くらし創造部、市民部の説明を

一括して受けた後、質疑を行い、その後、健康福祉

部から説明を受け、質疑を行いたいと思います。 

 本日はあくまでも事務概要の説明であり、また、

時間が非常に限られておりますので、先ほど申しま

したけども、当局説明及び委員からの質問は、要点

を押さえて簡潔明瞭にお願いいたします。 

 なお、委員会での発言は、委員長の指名の後、マ

イクを使用し、発言の最初に課名と名字をお願いし

ます。 

 それでは、くらし創造部生活環境課からお願いを

いたします。 

 和田課長。 

○生活環境課長（和田 哲也） それでは、事務概要

の３ページをご覧ください。ごみの減量化事業でご

ざいます。 

 まず、現況と課題でございますが、昨年度のごみ

量実績は２万４，１５１．７６トンで、前年度比９

６．０６％、量にして９９１．１８トンの減となっ

ています。また、２０１２年９月策定の一般廃棄物

処理基本計画で掲げた２０２４年度の目標値と比

べますと９６．０１％となっており、ごみの総排出

量が減少している状況にございます。 

 ごみ量の内訳でございますが、前年度と比べ、ご

みステーションに出された家庭ごみは６３０．７８

トンの減、クリーンパーク北但に直接搬入されたご

みは３６０．４トンの減となっています。 

 引き続き分別やプラスチックごみ削減等による

ごみ減量に関する市民、事業者の意識を高める取組

を進めていきます。 

 事業の概要につきましては、主にリデュース、リ
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ユース、リサイクルの３Ｒ運動、プラスチックごみ

の削減対策などを強力に推進していきたいと考え

ています。 

 続きまして、４ページをご覧ください。旧清掃セ

ンターの解体・撤去でございます。 

 北近畿豊岡自動車道（豊岡道路Ⅱ期）整備事業に

伴いまして、岩井にあります旧豊岡清掃センターを

解体、撤去するものでございます。 

 事業内容ですが、事業期間につきましては、調査

や設計などを２０２２年度から実施しておりまし

て、解体、撤去の工事期間は、今年度、２０２５年

度から２０２７年度を予定しています。２０２２年

度からの全体事業費としましては１９億８，７６４

万７，０００円の予定としております。２０２５年

度の事業内容につきましては、解体、撤去工事に着

手する予定で、予算として１億７，４００万円、施

工監理業務に２５２万６，０００円を計上していま

す。 

○委員長（清水  寛） 小崎参事。 

○生活環境課参事（小崎 新子） ５ページをご覧く

ださい。消費者行政活性化事業についてご説明いた

します。 

 消費者トラブルの複雑化、多様化、悪質商法の巧

妙化などにより、２０２４年度の消費生活相談の件

数は、過去最高の年間７００件となりました。 

 豊岡市消費生活センターは、相談員３名で相談対

応に当たっており、連日のように詐欺被害などに関

する相談がありますが、相談者の不安な気持ちに寄

り添い、適切な対応を心がけているところです。 

 引き続き、消費者被害の未然防止や拡大防止を図

っていくために、相談員のさらなるレベルアップ等

による相談体制の強化や効果的な啓発事業に取り

組んでいきたいと考えております。 

 主な取組を概要に上げておりますが、５の中学生

を対象にした講座は、主に１年生を対象にしていま

したが、希望があればほかの学年も対象に、インタ

ーネットに係るトラブルの防止などをテーマに、全

ての中学校で実施することとしています。６の市民

啓発講座は、主に消費者被害に遭いやすい高齢者と

関わりが深い民生委員や地域包括支援センターの

職員を対象に開催する予定としています。その他は、

ご覧のとおりとなっております。 

 生活環境課からは以上です。 

○委員長（清水  寛） 次に、窓口サービス課、谷

垣課長。 

○窓口サービス課長（谷垣 卓宏） ６ページをご覧

ください。コンビニ交付サービスの利用促進につい

てご説明いたします。 

 現況と課題についてです。マイナンバーカードを

利用して住民票の写し等を全国のコンビニエンス

ストア等で取得できるコンビニ交付サービスを２

０２２年３月から開始し、３年が経過いたしました。

２０２４年度のコンビニ交付サービスの利用率は、

２０２５年２月現在で２１．５％となっています。

２０２２年度が８．５％、２０２３年度が１６．８％

となっており、確実に伸びております。 

 豊岡市におけるマイナンバーカードの保有率は、

２０２５年２月末現在で７８．５％となっており、

さらなる利用促進を目指していきます。 

 基本方針としては、コンビニ交付サービスの利便

性をさらに多くの方に知っていただく環境づくり

の一環として、コンビニ交付サービスで取得可能な

証明書等の一部の手数料を、本年、２０２５年４月

１日から２０２８年３月３１日までの３年間、１０

０円減額することとしています。 

 概要については、コンビニ交付サービスで取得可

能な証明書等とその金額をお示ししております。住

民票の写し、住民票記載事項証明書、印鑑登録証明

書、所得課税証明書、戸籍の付票の写しについては、

３００円から２００円に減額しています。戸籍の全

部事項証明書、同じく個人事項証明書については、

４５０円のままとしています。 

 説明は以上です。 

○委員長（清水  寛） 次に、市民部国保・年金課、

坪内課長。 

○国保・年金課長（坪内 淳子） ７ページをご覧く

ださい。国民健康保険事業の安定的な運営について

です。 
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 国民健康保険事業は、国民皆保険体制の基幹的な

制度として重要な役割を担っております。医療技術

の高度化や被保険者の高齢化等により、医療費が

年々増加する傾向に加え、低所得者層や高齢者層が

多いという加入構造の影響もあり、国民健康保険財

政は大変厳しい状況に置かれております。 

 こうした課題に対応し、国民健康保険の運営基盤

を強化するため、２０１８年度から兵庫県が共同保

険者となる県単位化が始まりました。現在、県内で

同一所得、同一保険料に向けた保険料水準の統一化

が進められており、２０３０年度に県内の保険料率

の完全統一を行うとした方針が示されております。 

 被保険者にとって国民健康保険税の急激な負担

増とならないよう、県と県内市町の協調により、一

体的な医療費適正化の推進に取り組む必要がある

と考えております。 

 本市におきましては、豊岡市国民健康保険運営協

議会の答申を尊重しつつ、健全な運営に当たること

としております。 

 続きまして、８ページをご覧ください。乳幼児

等・こども医療費の助成についてです。 

 本市の乳幼児等及びこども医療費助成制度は、兵

庫県の福祉医療制度を活用し、子供の保険診療に係

る自己負担の一部を助成しております。 

 子育て世帯の経済的な負担軽減を図るため、２０

２２年７月診療分から、ゼロ歳から３歳児の医療費

について、所得制限を設けず、自己負担額を無料と

し、２０２３年７月診療分からは、対象年齢を小学

３年生にまで拡大して実施してまいりました。本年、

２０２５年７月診療分からは、小学４年生から中学

３年生の外来受診に関して、所得要件を満たす保護

者について、子供の医療費の自己負担額を無料、ま

たは、１医療機関につき月額３００円の負担上限と

し、助成を拡大してまいります。また、新たに高校

生等の入院療養に対する助成を行ってまいります。

以上でございます。 

○委員長（清水  寛） 以上で、くらし創造部、市

民部の説明は終わりました。 

 ただいまの説明について質疑があればお願いい

たします。 

 義本委員。 

○委員（義本みどり） １点だけお願いいたします。 

 消費者行政に関してですけれども、消費者月間イ

ベントがあるかと思うんですけど、日程等、決まっ

てたらご紹介していただけますか。 

○委員長（清水  寛） 小崎参事。 

○生活環境課参事（小崎 新子） 今年の予定は５月

２４日土曜日の１１時からになっております。 

○委員長（清水  寛） 義本委員。 

○委員（義本みどり） また案内等、チラシがありま

したら、また議会事務局のほうへお届けいただけれ

ば大変うれしいです。お願いします。以上です。 

○委員長（清水  寛） 小崎参事。 

○生活環境課参事（小崎 新子） お持ちしたいと思

いますので、ぜひご参加よろしくお願いします。 

○委員長（清水  寛） ほか。 

 福田委員。 

○委員（福田 嗣久） コンビニ交付のサービスです

けども、だんだんと拡大してる状況で、大変ありが

たいと思いますけれども、いつだったか伝えたと思

うんですけども、奥地ほどサービスの享受がないん

で、奥地ほど。これはちょっと不公平だないう気が

するんです。３００円が２００円とか、それはいい

んですけども、享受できないとこが困ったなと思う

んだけど、その辺の拡大する考えはないんですか。 

○委員長（清水  寛） 谷垣課長。 

○窓口サービス課長（谷垣 卓宏） あくまでもコン

ビニ交付については、わざわざ市役所に行かなくて

も、近いところで証明書等を交付できるということ

がメリットになりますので、委員おっしゃるとおり、

但東町の町域内ではコンビニがないということは

以前からも言われてたと思うんですけれども、全て

の市民の皆さんが、例えば出先とかでも立ち寄った

コンビニ等で取得できるようなメリットもござい

ますので、市民さん全体がそういったメリットに享

受できるように、今後も考えてまいります。以上で

す。 

○委員長（清水  寛） 福田委員。 
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○委員（福田 嗣久） １００円のことだけど、享受

できない人も出てくるんで、どうしたらええのかち

ゅうことはちょっと考えておりまして、ぜひまた先

に進みますよう、よく考えてください。そこまでし

か言いませんので。 

○委員長（清水  寛） ほか、ございませんか。 

 須山委員。 

○委員（須山 泰一） 事務概要の回で申し訳ないで

す。３月の委員会でもちょっとお聞きしました。マ

イナ保険証関連の話ですけど、ここしかないですよ

ね、言うとこは。７月３１日までが今の保険証の期

限ということで、８月以降はカード、マイナ保険証

を使わなあかんようになるというところで、後期高

齢者だけでも、全員に、被保険者全員に資格確認書

を配ってほしいという要望が結構出てると思うん

ですけど、いろんなところで。それに関して、以前、

１２月頃には出すんだと、みんなに、カードをひも

づけしてる人もしていない人も出すというような

ことも、一旦そういう情報出ましたけど、そうでな

いという話も出まして、７月いっぱいは新たに保険

証を発行する際は、なくなったとか、そういう方に

は資格確認書出るけど、８月以降は出ないというの

が現在の到達だと言われてましたけど、そこら辺、

何か動きはないでしょうか、どうでしょうか。 

○委員長（清水  寛） 坪内課長。 

○国保・年金課長（坪内 淳子） 今のところ、後期

高齢者医療に関しましては、兵庫県後期高齢者医療

連合会が運営しておりますので、そちらの方針とし

ては、全員に出すということは今のところないよう

に聞いております。 

○委員長（清水  寛） 須山委員。 

○委員（須山 泰一） 分かりました。８月以降、新

たにカードを保険証として利用しないといけない

という後期高齢者がたくさん出てくる状況になる

と思うんで、そういう声はますます多分強くなって

いくんじゃないかと思いますし、全員に出す方向に

なってほしいと思っております。以上です。 

○委員長（清水  寛） ほか、ございませんか。 

 それでは、続いて、健康福祉部、説明を願います。 

 健康福祉部社会福祉課の梶原課長。 

○社会福祉課長（梶原 博和） 資料の１０ページを

ご覧ください。社会福祉課からは２つご説明させて

いただきます。まず、１つ目の豊岡市地域福祉計画

の推進についてです。 

 推進に当たっての現状と課題についてですが、本

計画につきましては、社会福祉法第１０７条の規定

に基づきまして策定する計画で、より実効性の高い

計画とするために、２０２２年３月に豊岡市の行政

計画と豊岡市社会福祉協議会の行動計画を一体的

に作成したものです。 

 今後も引き続き、住民、関係機関、市社協、市が

基本理念及び基本目標を共有をしまして、それぞれ

の役割の下、連携、協働して、計画で定めた施策の

達成に向けて取組を進めていく必要があると考え

ております。 

 取組の基本方針についてですが、本計画では、基

本理念を「一人ひとりがつながり ともに創る安心

な地域 豊岡」としておりまして、基本目標を「住

民の主体的な地域づくり」と「総合的・包括的な相

談支援体制づくり」としております。 

 近年の複合化、複雑化した課題や制度のはざまの

問題が顕在化しておりまして、その対応が大変困難

になっておる現状を踏まえまして、相談を受け止め、

解決していくための総合的、包括的な相談支援体制

の充実、強化に向けまして、２０２５年度は、包括

的相談支援体制の検討について重点的に取り組む

こととしております。この検討の概要ですが、総合

相談・生活支援センター「よりそい」を中核に、世

代、属性を問わない相談体制の構築をしてきており

ますが、関係機関との総合調整機能が十分に発揮で

きていない現状にあるため、関係機関との支援調整、

資源開発、制度の柔軟な運用などにより、「よりそ

い」の機能強化の充実を図ることとしております。 

 次に、資料の１１ページをご覧ください。豊岡市

障害者福祉計画の推進についてです。 

 こちらの取組の現状ですが、本計画につきまして

は、障害者に係る障害福祉サービスや障害児通所支

援等の提供体制の確保に係る目標等を定めた障害
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福祉計画及び障害児福祉計画を２０２３年度に策

定しております。 

 今後も引き続き、計画で定めた施策や成果目標の

達成に向けて取組を進め、計画の基本理念でありま

す「障害のある人もない人も 共に支え合い 自分

らしく笑顔で暮らせるまちづくり」を目指す必要が

あると考えております。 

 取組の基本方針としましては、計画で定めました

施策の内容や成果目標のうち、２０２５年度は、手

話言語条例に係る施策の推進、医療的ケア及び重症

心身障害児（者）に対応した施設に対する支援、福

祉施設から一般就労への移行促進について重点的

に取り組むとしております。 

 取組の概要についてですが、１つ目の手話言語条

例に係る施策の推進については、市民一人一人が手

話を言語として認識しまして、さらなる理解促進と

手話言語の普及啓発を進めることとしていきます。 

 ２つ目の医療的ケア児（者）、重症心身障害児（者）

に対応した施設に対する支援につきましては、こう

いった方が充実した生活ができるよう、当該施設の

運営に係る支援、看護師の配置に対する補助を行っ

ていくこととします。 

 ３つ目の福祉施設から一般就労への移行促進に

つきましては、障害者の方は、長時間、通常の勤務

をすることが大変難しい人がおられますので、短時

間かつ特定の職務を企業内に生み出すこと等によ

りまして、障害者が自分に合った仕事につき、社会

で活躍できるような就労の支援をしていきたいと

考えております。 

 社会福祉課からの説明は以上になります。 

○委員長（清水  寛） 続いて、高年介護課、定元

部次長。 

○健康福祉部次長（定元 秀之） それでは、１２ペ

ージをご覧ください。高年介護課分は２項目ありま

して、最初の項目、介護保険事業の円滑な推進につ

いて、私から説明をさせていただきます。 

 まず、現況と課題です。本市の総人口は年々減少

しており、兵庫県が算出をしております本市の高齢

化率、６５歳以上の人口の割合は、２０２５年２月

１日現在３６．４％で、前年同月に比べ０．４％増

加し、兵庫県平均２９．７％を大きく上回り、高齢

化が加速をしております。今後も要介護者が増加す

る中、介護人材の確保が急務となっております。 

 このような中、できる限り住み慣れた地域で生活

できるよう、医療や介護などが一体的に提供される

地域包括ケアシステムを推進するとともに、介護人

材の確保、定着を図ってまいります。 

 次の基本方針は、昨年と同じなので、省略をさせ

ていただきます。 

 では、概要です。１つ目としまして、地域包括ケ

アシステムの推進です。６つの事業について取組を

行いますが、こちらも昨年と変わっておりませんの

で、主なものを説明させていただきます。 

 （３）の地域ケア会議の推進ですが、今年度から

豊岡圏域は直営で行うことになりましたので、豊岡

圏域につきましては直営で、その他の圏域につきま

しては、社会福祉協議会に委託しております地域包

括支援センターがそれぞれ主体となって、自立支援

型、個別型、地域課題整理型のケア会議を実施して

まいります。 

 （６）の介護人材の確保と定着です。介護人材確

保は喫緊の課題であります。本市は、昨年度、介護

現場で働く正規職員に対して、介護職員初任者研修

などの介護職員養成に係る研修費用を１人当たり

１０万円を上限として助成する制度を創設いたし

ました。昨年度は４名に助成をいたしました。今後

もこの助成制度が多くの方に利用していただきま

して、介護の資格を持つ職員を増やすことが介護人

材不足の解消の最初の一歩と考えております。 

 ２つ目は、財源の確保で、保険料の収納確保です。

介護保険料は、年金からの天引きによる特別徴収と、

現金納付、または口座振替による普通徴収の２種類

があり、普通徴収は基本、年金の額が年額１８万円

未満の方が対象であるため、滞納が発生する可能性

があり、督促状の郵送や電話による督促を促し、収

納確保に努めてまいります。 

 ３つ目は、介護給付の適正化です。 

 （１）の要支援、要介護の認定及び訪問調査の適
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正化ですが、審査会委員及び訪問調査員を対象にし

た県主催の研修会に積極的に参加し、高度な知識を

身につけてもらい、審査判定の平準化に取り組みま

す。 

 （２）のケアプランの点検ですが、ケアプランと

は、介護サービス計画のことで、この介護サービス

計画が利用者にとって必要なサービス提供となっ

ているかを、運営指導時、または随時に点検を行い、

検証いたします。 

 私からの説明は以上です。 

○委員長（清水  寛） 次に、高年介護課、玉島参

事。 

○高年介護課参事（玉島 正雄） 引き続き高年介護

課からご説明いたします。 

 それでは、１３ページをご覧ください。高齢者が

健やかに暮らせるまちづくりの推進です。 

 まず、現況と課題です。本市では、生産年齢人口

の減少や高齢化率の上昇に伴い、介護人材不足が深

刻となっており、独り暮らし高齢者や高齢者世帯の

みの世帯、それから、認知症高齢者の増加もあり、

高齢者を支える家族や地域の基盤が脆弱となって

きています。 

 このような中で、基本方針としましては、高齢者

ができる限り住み慣れた地域で自分らしい暮らし

が続けられるよう、介護予防や生活支援施策、それ

から認知症施策を推進します。また、港を除く豊岡

圏域の地域包括支援センターが市の直営となりま

したが、これまでと同様の支援が継続できるよう努

めるとともに、身寄りなし等の困難事例に対する支

援も充実させていきます。 

 事業概要につきましては、この基本方針に基づき、

３つの事業を掲げております。主なものをご説明申

し上げます。 

 １つ目は、介護予防・生活支援体制の整備につい

てです。 

 （１）人生１００年自分らしさ応援プログラムを

活用し、要支援者等が自立した生活を続けられるよ

うに、生活に支障のある方に対して理学療法士が訪

問し、回復可能な方を適切なサービスにつなげられ

る取組を行っていきます。（３）一人暮らし高齢者

安心・見守り活動もさらに多くの行政区に取組を進

めてまいります。（４）高齢者が地域とつながり、

支え合いながら介護予防に取り組めるよう、ＮＰＯ

法人や社会福祉法人、それから地域住民が協働し、

支え合い事業の推進を図っていきます。それから、

（４）の聴力低下に早期対応し、閉じ籠もりや孤立

化、認知機能低下等の防止を図るため、補聴器購入

費用の一部を助成します。 

 次に、２、認知症総合支援事業の推進です。 

 認知症については、正しい知識や関わり方を知っ

ていただけるように、（１）の認知症サポーター養

成講座を開催し、促進を図ります。また、引き続き、

（２）の早期発見、早期対応のため、認知症初期集

中支援チームの設置や（３）の若年性認知症の方、

その家族の方が自由に話し合う場を設け、お互いの

経験を共有したり、また、（４）においては、認知

症の方の理解が深められるよう、昨年度に引き続き、

ＶＲを活用した認知症の体験会を実施します。 

 次に、１４ページをご覧ください。３の港地区を

除く豊岡圏域の地域包括支援センターの運営の推

進です。 

 港地区を除く豊岡圏域の地域包括支援センター

につきましては、これまでと同様の支援を継続する

ため、（１）住民からの相談に対して制度横断的な

支援を実施する総合相談支援業務や、（２）の成年

後見制度、高齢者虐待対応等の権利擁護業務、それ

から、（３）のケアマネジャーに対して支援困難事

例等への指導、助言を行う包括的、継続的ケアマネ

ジメント業務、また、介護予防の支援として、（４）

の介護予防ケアマネジメント業務や（５）の介護予

防支援を進めてまいります。 

 高年介護課からの説明は以上です。 

○委員長（清水  寛） 続いて、福祉監査課、橋本

課長。 

○福祉監査課長（橋本 明宏） では、１５ページを

お願いいたします。計画的な指導監査等の実施につ

いてご説明いたします。 

 現況と課題でございます。市が行う指導監査等は、
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社会福祉法等の規定に基づき、遵守すべき事項につ

いて確認を行うことで、適正な法人運営等の確保を

目的に行っております。社会福祉法人への指導監査

は３年に１回、地域密着型の介護サービス事業所へ

の運営指導は６年間に１回、新規指定の事業所への

指導は、指定を行った翌年に実施をさせていただい

ております。 

 次に、基本方針のところでございます。兵庫県と

合同で行う介護サービス事業所等につきましては、

県の実施事業所の決定結果を踏まえまして、事業者

さんの負担とならないように、同日に伺う等の調整

を行った上で対象法人等を決定しております。 

 概要のところでは、対象法人と本年度実施予定数

を入れさせていただいております。 

 実施期間は、９月から翌年２月の予定でございま

す。 

 指導監査等を行った結果、指摘事項等がございま

したら、文書、または口頭、そして、助言などを行

って、改善指導をさせていただいております。 

 私からは以上です。 

○委員長（清水  寛） 続いて、健康増進課、宮野

課長。 

○健康増進課長（宮野 千晶） 健康増進課から２項

目ございます。 

 初めに、資料１６ページ、ご覧ください。保健事

業・健康増進事業の推進です。 

 現況と課題ですが、市民の健康を保持、増進する

ため、健診、予防接種、健康相談、健康運動教室の

実施や運動健康ポイント制度の取組を推進し、さら

に充実強化していく必要があるとしております。 

 健診、予防接種の受診率の向上と市民への健康づ

くりへの意識啓発や知識の普及を図ることにより、

病気の早期発見、早期治療、重症化予防につなげる

とともに、糖尿病などの生活習慣病予防、フレイル

予防、感染症予防などを推進することとしています。 

 基本方針ですが、個人の健康づくりへの取組を職

場、地域などにも広げ、全ての人が地域の中で生き

生きと健康に暮らせるまちが実現できるよう、保健

事業、健康増進事業を推進するとしております。 

 概要として５点上げております。 

 １点目、ウェルストーク豊岡の改修ですが、施設

の老朽化や電気、機械設備の機能低下が見られるた

め、長寿命化のための改修工事を実施します。 

 ２点目、帯状疱疹予防接種補助事業の実施ですが、

今年度からＢ類疾病の定期接種として予防接種を

実施することに加え、定期接種とならない満５０歳

以上６５歳以下の方について、２０２５年度に限り、

県が補助事業を継続することを受け、帯状疱疹予防

接種に対する補助を実施します。 

 ３点目、健康運動教室の普及、拡大ですが、２０

２５年度までに２２５教室の立ち上げを目指すと

ともに、活動力が低下している団体への支援により

継続実施につなげるとともに、体力に合わせた運動

プログラムを提供し、教室の拡大を図ることとして

います。 

 ４点目、運動健康ポイント制度の普及、推進です

が、とよおか歩子や運動健康ポイントシートのさら

なる普及、推進を行うとしております。 

 ５点目、生活習慣病対策ですが、生活習慣病の発

症、重症化予防のために集団健診会場等での保健、

栄養指導、医療機関受診勧奨のための訪問等を実施

するとともに、市内企業を訪問し、職員の健康チェ

ックの機会を創出することとしています。 

 続きまして、１７ページ、豊岡市地域医療計画の

策定です。 

 現況と課題ですが、在宅医療の需要が増大する中、

市内の医療を担う人材の減少によって、今後、医療

サービスの供給が追いつかなることが懸念されま

す。 

 基本方針です。地域医療計画を策定することによ

り、５年、１０年後の最適な医療サービスを把握し、

安定的な医療提供体制を構築することとしていま

す。 

 概要は、次のとおりです。 

 まず、計画の内容ですが、本市の地域医療の現状

分析を行い、５年、１０年後に必要となる医療のサ

ービス量を見込み、広域医療計画である兵庫県保健

医療計画と整合性を持たせながら、市内の医療資源
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の実態と課題を踏まえ、医療計画を策定することと

しています。 

 計画の期間は、２０２５年度です。 

 策定の体制は、豊岡市医師会、公立豊岡病院の医

療関係者等で構成される豊岡市地域医療計画策定

委員会を設置し、地域医療政策アドバイザーの助言

を得ながら、計画の策定を行うこととしています。 

 策定のスケジュールですが、５月に業者決定を行

い、第１回策定委員会を開催し、５月から７月にか

け、レセプト分析、医療機関へのヒアリング及び分

析を行い、１１月、医療計画素案作成、１月、医療

計画案作成し、パブリックコメントを行います。３

月に医療計画策定を予定しております。 

 健康福祉部の説明は以上です。 

○委員長（清水  寛） 以上で健康福祉部の説明は

終わりました。 

 ただいまの説明について質疑等あればお願いし

ます。 

 義本委員。 

○委員（義本みどり） 今年度は、健康福祉部、大き

な動きがたくさんあって、注目させていただいて、

たくさん尋ねたいんですが、２点だけに絞らさせて

いただきます。 

 まず、注目しているのは、地域包括支援センター

が直営になるということと、それから、社会福祉士

の専門職の方があちこちを回って力をつけられた

方が今回配置されたこととか、たくさんあるのです

が、尋ねたいのは、たしか医療アドバイザーでドク

ターをというような、掲示板か何かで知らせがあっ

たかと思うんですが、具体的にどのようなことをさ

れるのかということが１点と、もう一つ、長い役職

名の新しく設置された、何でしたっけ、それが何と

なくイメージは分かるんですが、どのような役割を

果たすのかという、この２点お願いいたします。 

○委員長（清水  寛） 宮野課長。 

○健康増進課長（宮野 千晶） 地域政策アドバイザ

ーですが、ちば内科・脳神経内科クリニックの院長

である千葉義幸先生のほうにアドバイザーをお願

いしました。先生のほうには、選定理由として、地

域医療の地域福祉、包括的かつ継続的な提供体制を

構築し、適切なサービスが切れ目なく効率的に提供

される環境を整備することを目的に、ＮＰＯ法人但

馬を結んで育つ会の代表理事として戦略的に活動

されている方で選任をお願いしました。内容としま

して、１０年後に必要となる医療等のサービス量を

見込み、医療体制を維持、確保するように課題を抽

出していただきまして、医療機関等の調査支援、医

療機関へヒアリングの実施、国保診療データ、地区

別人口予想の活用などを業者に依頼させてもらっ

て、分析等の助言をいただくということでお願いを

しております。以上です。 

○委員長（清水  寛） 若森参事。 

○健康福祉部参事（若森 洋崇） ご質問ありがとう

ございます。業務改革担当の役割についてご説明を

いたします。 

 まず、一つは、目指すところは、健康福祉部が提

供する市民サービスの向上、それと、業務の効率化

です。それに向けて、大きく言うと２つ取り組みた

いと思っております。まず、一つは、職員の働きが

い、働きやすさの向上です。市役所の中で様々な調

査を行っておりますけども、今申し上げた２つにつ

いて、健康福祉部の数値が低い、職員アンケート等

の結果がよくないという現状があります。そこを変

えていきたいというふうに思っております。それと、

もう一つ、ＤＸ、行財政改革推進課のリソース、職

員であったり、アプリケーションであったりを活用

して、デジタル化等を進めていって、例えばオンラ

イン申請をもっと増やしていくとか、市民の方から

の聞き取った内容をもう少し簡単に記録とか、整理

できるようなＡＩ等の活用ですね、そういったこと

も含めて、デジタル化を推進していって効率化をし

ていこう、そのように考えております。 

 とてもざくっとしたご説明ですけど、以上です。 

○委員長（清水  寛） 義本委員。 

○委員（義本みどり） 福祉分野で働く方というのは、

直接市民の方のしんどい問題、それも今はかなりも

う複雑になってるところに出会うことが多いので、

とてもメンタル面もしんどい思いをされるかと思
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いますので、そこはとても気になっておりましたの

で、今のお話で、何となくイメージがつかめました。

ただ、初めて置かれた職種ですので、なかなかいろ

んな化学反応もあるかと思いますが、全ての化学反

応によっていいことが、いいほうに少しでも、１ミ

リでも進めばと思っております。期待しております。

よろしくお願いいたします。以上です。 

○委員長（清水  寛） ほか、ありますか。 

 須山委員。 

○委員（須山 泰一） よろしくお願いします。 

 まず、地域医療計画、さっき義本さんも質問され

ましたけど、近くで、高齢者２人と、それから障害

者の子供さん１人の世帯があって、両親は２人とも

要介護なんですけど、お父さんのほうが、おじいち

ゃんか、朝来医療センターを退院せざるを得なくな

って、大塚病院へと、氷上まで行かなあかんと。障

害者の子供さんが辛うじて運転免許があるんで、頼

っとるけども、非常に今後、見舞いに行くのも、何

するのも大変だというような声を聞きました。こう

いうのが、今までは豊岡病院組合で議論をというこ

と、福祉でも言われて、してましたけど、そういう

実態もきちんと踏まえて、ぜひ計画をつくってほし

いということを、これは要望として言うときます。 

 質問としては、手話言語条例と、それから、補聴

器の購入補助の件についてお聞きします。 

 手話言語条例は、３月で条例ができて、その際も

そういう要望あった思うんですけど、具体的な施策

としては、何かありますでしょうか。 

 そして、補聴器購入補助は、たしか５月からとい

うことで、１８歳以上、耳鼻咽喉科の診察受けて必

要と判断された人というようなことでしたけど、そ

こら辺、規定について、その後、詳細がもしより固

まっていれば、教えていただきたいです。 

○委員長（清水  寛） 梶原課長。 

○社会福祉課長（梶原 博和） 手話言語条例の係る

施策の推進については、まだちょっと具体的には決

まっておりませんでして、昨年度行いましたパブリ

ックコメントでも、当事者の話とか、いろいろ聞い

て進めてくださいということがありまして、今回説

明しました障害者福祉計画の推進策定委員会で当

事者の方とか、ちょっと委員に参画いただきまして、

そこで議論を進めていきまして、方針を決めていく

というふうなことを考えております。以上です。 

○委員長（清水  寛） 玉島参事。 

○高年介護課参事（玉島 正雄） 補聴器の助成につ

きましては、委員おっしゃいますように、５月１日

から購入費助成ということで、広報４月２５日号で

周知する予定をしております。それで、要件につき

ましては、１８歳以上の方で、４０デシベル以上の

聴覚のほうで聞こえにくい方という方になってき

ますけれども、を対象にしようということで考えて

おります。助成につきましては、１回につき３万円

を上限といたしまして、１回限りというところで考

えております。また、６５歳以上の方は、窓口とし

ましては高年介護課のほうに、それから、１８歳か

ら６４歳までの方に関しましては、社会福祉課のほ

うが窓口となります。それと、あと、要件のほう、

先ほどもお伝えしていただいておりましたが、医師

の診断書というものが必要になりまして、耳鼻咽喉

科を標榜する医師の方、耳鼻咽喉科の医師の方の診

断書というものが必要になってまいります。それか

ら、管理医療機器というくくりがあるんですけれど

も、医療機器に登録された機器というところと、そ

れから、言語聴覚士等、調整をしていただく方がお

られるんですが、そういった方々の調整を受けれる

方、受けれる器械といいますか、そういったところ

で対象を考えております。以上でございます。 

○委員長（清水  寛） 須山委員。 

○委員（須山 泰一） ありがとうございます。 

 手話言語条例のほう、議会の最後の議決日にたく

さん聴覚障害の方、傍聴に来られてまして、喜ばれ

たんです。少し何か熱くなったというか、今まで手

話サークル、ずっと行ってなかったのに、最近、あ

れ以来、行くようになったとかいう方があるという

ことを聞いておりますんで、いろいろと考えて、施

策充実させていってほしいと思います。以上です。 

○委員長（清水  寛） 福田委員。 

○委員（福田 嗣久） 私から、先ほどの手話言語条
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例の制定が大変ありがたかったなと思って、見てお

りましたけれども、今、答弁もございましたけれど

も、聞こえない人にとっては、やっぱり一番大事な

手話言語ですんで、市民の皆さんの意識もそう高く

ないやも分かりませんので、３月も広報とかホーム

ページで周知させるという話でしたけども、それは

当然一つあるんで、市の取組は何をするんだという

話を聞きましたら、それぐらいな話だったんで、一

つには、やはり手話言語の拡大によって、聞こえな

い方々の一番大きな問題は、災害時なんかの伝達の

方法、これも大変大事な視点だと思いますんで、市

のほうもせっかく条例制定ができたんだから、市が

考え得る最大限のことを進めていただきたいとい

うふうに思っておりますので、急ぐべきことは急い

でいかな、市民の啓蒙はなかなかこれ、進みません

と思いますんで、それも含めてやっていただきたい

と思っておりますんで、ぜひよろしくお願いします。 

 それと、もう一つ、福祉施設から一般就労への移

行支援と、移行促進というふうに一旦捉えますけど

も、これも大事な視点で、小・中学校のひきこもり

から、成人になってのひきこもり、障害を持つこと

によってのひきこもり、こういうことに影響してき

てると思います。ほんで、今、皆さんご承知のよう

に、人が少ない、建設経済でもいつも話が出るんだ

けども、要するに働き手が少ない、少ない、少ない

ということは、もうどんな業界でも大変声高に訴え

られておりますけども、こういう機会になればこそ、

余計に障害の、いろんな障害があるんですけども、

企業とのマッチングで一般就労に移行できるよう

に、市として具体的な取組があまり見えてないんで

すけども、その辺はいかがでございますか。 

○委員長（清水  寛） 梶原課長。 

○社会福祉課長（梶原 博和） 今おっしゃられるよ

うに、障害者の方、なかなか一般就労、難しいとい

うところは現実にあります。障害サービスでいいま

すと、Ｂ型の作業所とかＡ型の作業所で作業、就労

の訓練をされて、そこで一般就労つなげることが今

の主流になっておりますけど、なかなか年間２桁に

ならない、１桁ぐらいの方しか一般就労につながら

ないという現状があります。そこで、市としまして

は、今回説明させていただいたように、短時間でも

作業ができる、特定の作業ができるようになれば、

そういったことを企業さんの中で見いだしていく

ということで、そこで障害者の方と企業のマッチン

グができないのかなというところで、取組を進めて

いきたいと考えております。以上です。 

○委員長（清水  寛） 福田委員。 

○委員（福田 嗣久） 今話を聞かせていただきまし

たけれども、具体的などういう業界にどういう人が、

そのマッチングは障害の施設の話だけでなくて、市

がどういうふうに音頭が取れるのか、その辺をちょ

っと聞かせてくださいな。具体的にどういう音頭を

取るのか。 

○委員長（清水  寛） 梶原課長。 

○社会福祉課長（梶原 博和） ちょっと今のところ

は、そこまでは回答を持ち合わせておりませんので、

申し訳ありません。 

○委員長（清水  寛） 福田委員。 

○委員（福田 嗣久） 障害者雇用率ということで、

国を挙げてやっておりまして、国も最初の頃、ごま

かしがあったと思いますけれども、ごまかし云々は

ちょっと別にして、やっぱり障害のある人の就労の

支援を、一番、窓口としては市がやっていかないと、

その企業にこういうことでお願いします、そんなふ

うにお願いします言うとっても、なかなか進まない

と思うんで、その辺のことを、大変難しいし、労力

がかかることだと思いますけれども、案内をしなが

ら、具体のマッチングをどうするのかということを

早急にやっぱり検討していただきたいと思います

ので、その点はよろしくお願いをしたいと思います。

答弁はよろしい。 

○委員長（清水  寛） ほか、ございますか。よろ

しいですか。 

 玉島参事。 

○高年介護課参事（玉島 正雄） 先ほどの補聴器の

関係のことで要件、ちょっと１点漏らしておりまし

たので、お伝えいたします。 

 １点、要件のほうは身体障害者福祉法で聴覚障害
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に係る障害者手帳、身体障害者手帳の交付対象とな

る方は、外すということになります。そちらのほう

は、補装具のほうでの助成という形になりますので、

外れるということになります。以上でございます。 

○委員長（清水  寛） ほか、よろしいですか。 

 それでは、以上で前半の部を終了します。 

 ここで、委員、もしくは当局の皆さんから特に発

言はありませんか。 

 ないようでしたら、当局職員の皆さんにつきまし

ては、報告事項があります部署の職員さんを除いて、

退席していただいて結構です。お疲れさまでした。 

 ここで、委員会を暫時休憩しますが、引き続き報

告事項がありますので、委員の皆さんはこのまま着

席でお待ちください。 

午前１０時１７分休憩 

──────────────────── 

午前１０時１９分再開 

○委員長（清水  寛） そしたら、委員会を再開し

ます。 

 それでは、議事順序を変更し、５の報告事項に入

ります。 

 １、ことぶき苑が実施している訪問系サービスの

廃止についてです。 

 健康福祉部、高年介護課から説明をお願いします。 

 高年介護課、定元部次長。 

○健康福祉部次長（定元 秀之） それでは、ことぶ

き苑が実施している訪問系サービスの廃止につい

て説明をさせていただきます。 

 資料のほうをご覧ください。社会福祉法人兵庫県

社会福祉事業団、養護老人ホームことぶき苑が実施

をしております下記の訪問系サービスにつきまし

て、収支の悪化及び人材不足により、２０２５年１

２月末及び２０２６年３月末をもって廃止すると

報告を受けました。 

 それでは、１番の表をご覧ください。まず、廃止

するサービスの種別ですが、１の定期巡回・随時対

応型訪問介護看護から４の地域サポート施設まで、

４事業あります。それぞれでのサービスの内容は、

表の下に記載をしておりますので、ご覧ください。 

 廃止予定年月日ですが、１、２につきましては、

２０２５年１２月末をもって、それぞれ指定権者で

あります豊岡市、または兵庫県に廃止届を提出いた

します。また、３の支え合い生活支援サービスにつ

きましては、今年度がことぶき苑と委託契約を締結

していますので、委託契約が満了となる２０２６年

３月末をもって契約終了となり、更新はいたしませ

ん。４の地域サポート施設につきましては、現在、

兵庫県から認定証を交付され、サービスの内容の一

番下の行に記載をしておりますように、ことぶき苑

が単独で行っております見守り事業と、たじま荘と

共同で実施をしております認知症カフェを行って

おりますので、２０２６年３月末をもって兵庫県に

認定証を返還するとのことでありました。 

 次に、それぞれのサービスの利用者数ですが、２

０２５年３月末現在の利用者数を記載をしており

ますので、ご覧ください。 

 次に、利用者及び連携先事業所への説明及び意向

確認ですが、本日の文教民生委員への報告と併せて、

今後、利用者等に説明するということでありました。 

 利用者等への説明及び意向確認後のことぶき苑

の今後の予定ですが、１、２につきましては、利用

者の意向を確認した後、必要があれば、他の訪問介

護事業所や相談支援事業所への利用者への受入れ

を依頼をいたします。３の支え合い生活支援サービ

スですが、受託事業所がなくなりますので、まず、

市において、新たな受託事業所を探し、受託事業所

が見つかれば、ことぶき苑と引き継ぎ、移行を行う

予定としております。４の地域サポート施設ですが、

ことぶき苑に代わる事業所はありませんので、見守

り事業は終了することとし、認知症カフェはたじま

荘独自で継続するとのことでありました。 

 本日は、ことぶき苑が訪問系サービスを廃止する

ということだけの報告であります。今後は、ことぶ

き苑が現在の利用者の身体の状況や意向を確認し、

その後、利用者に合った介護サービスが受けられる

よう、担当課としましては、ことぶき苑や担当ケア

マネ並びに日高地域の介護事業所と協議を行って

まいりたいと考えております。 
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 簡単ですが、説明は以上です。 

○委員長（清水  寛） 説明は終わりました。 

 質問ございませんか。よろしいですか。 

 須山委員。 

○委員（須山 泰一） 最初に、この廃止すると報告

を受けたというふうに、最初の２行のところに書い

てあります。市が委託しているということが後で書

いてありますけど、市が委託してお願いをしてる。

廃止すると報告を受けたと。これは何か、もうこと

ぶき苑の側の判断だということですけど、そこの関

係がちょっとどうなんかなと。市が委託してるわけ

でしょ。それができないという、ことぶき苑の側が、

いや、委託されてもできませんいう意味ですか。 

○委員長（清水  寛） 定元部次長。 

○健康福祉部次長（定元 秀之） それは、３番の生

活支援サービスの話だと思うんですが、先ほども言

いましたように、収支悪化、人材不足、特にヘルパ

ーさんのほうが人材不足でありまして、今年度中は

委託契約、受けさせてもらいますが、来年度以降は

もうできないということで、向こうのほうから話が

ありましたということです。 

○委員長（清水  寛） 須山委員。 

○委員（須山 泰一） それ以外の１、２、４という

ところは、これは市としてもこれは委託はしないと

いう意味、判断をしたいうことですか。 

○委員長（清水  寛） 定元部次長。 

○健康福祉部次長（定元 秀之） １番、２番につき

ましては、指定ですので、指定のほうで登録されて

おりますので、そちらにつきまして、廃止届を向こ

うから出すということでありますので、こちらのほ

うにつきましては、それを最終的には判断を見させ

てもらって受理をするということになります。４番

の地域サポート施設につきましては、ちょっとこれ

は兵庫県のほうの関係ですので、こちらのほうは分

かりませんが、一応、認定証を返還したら、それで

という話を聞きました。以上です。 

○委員長（清水  寛） 須山委員。 

○委員（須山 泰一） すみませんね、１、２は、も

う市が委託してるわけですか。市としての判断とし

ては、これはどうなんでしょう。 

○委員長（清水  寛） 定元部次長。 

○健康福祉部次長（定元 秀之） ２番につきまして

は、兵庫県のほうでありますので、１番につきまし

ては、あくまでもこちらにつきましては、訪問介護

を、まず、指定をしたいということで、これは平成

３０年だったと思いますが、申請がありました。そ

れで、こちらのほうは指定を許可したということで

ありますので、今度は、その分につきまして、当然、

向こうのほうが事業を行っているということであ

りますが、今度、今年末をもって廃止をしたいとい

うことで、この届出を出すというふうな話を聞いて

るということであります。以上です。 

○委員長（清水  寛） よろしいですか。 

○委員（須山 泰一） 取りあえず、いいです。ほか、

あれば。 

○委員長（清水  寛） ほか、ございませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（清水  寛） そしたら、ないようですけ

ど、いいですか。 

○委員（須山 泰一） まあ、はい。 

○委員長（清水  寛） 以上で健康福祉部高年介護

課の職員の皆さんは退席していただいて結構です。

お疲れさまでした。 

 ここで、委員会を暫時休憩します。再開は１０時

３５分。 

午前１０時２６分休憩 

──────────────────── 

午前１０時３４分再開 

○委員長（清水  寛） それでは、休憩前に引き続

き委員会を再開します。 

 先ほどの委員会の中で、一部答弁誤りがあったと

いうことで、国保・年金課、坪内課長、よろしくお

願いします。 

○国保・年金課長（坪内 淳子） 先ほど須山委員の

ほうからご質問いただきました後期高齢者医療の

保険証が今年度の７月３１日で切れるということ

で、それ以降、資格確認書のほうを被保険者全員の

方に交付しないのかというご質問をいただいたん
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ですけれども、ちょっと今確認しましたところ、今

年度に限りまして、１年間、来年の７月３１日まで

を期限として、全員の被保険者の方に資格確認書を

交付するということでございましたので、後期高齢

者医療に限るんですけれども。そういったことでご

ざいましたので、先ほどちょっと聞いてませんとい

うことを申し上げたんですけれども、そういうこと

でございますので、修正させていただきたいと思い

ます。 

○委員長（清水  寛） ありがとうございます。 

 今の発言で、特によろしいですか。 

○委員（須山 泰一） はい。ありがとうございます。 

○委員長（清水  寛） そうしましたら、ご苦労さ

までした。 

 それでは、これより後半の部に入ります。 

 後半は、こども未来部、観光文化部、教育委員会

の職員に出席を要請しておりますので、ご了承願い

ます。 

 それでは、３の自己紹介に入ります。 

 今回は年度当初の委員会であり、４月の人事異動

で当局職員に異動がありましたので、ここで出席者

全員に自己紹介をお願いしたいと思います。 

 まず、正副委員長、各委員、当局職員、最後に事

務局という順でお願いをいたします。 

 なお、当局職員は、マイクを使用し、お手元の名

簿順でお願いをします。 

 まず、委員からです。 

 委員長をしています清水です。今回、４月からと

いうことで、皆さん、大変お疲れさまですけども、

同級生の顔が大分ちらほらと見えるようになって、

私自身としてはすごく心強い思いです。１年間とい

いながら、恐らく半年のお付き合いになると思いま

すが、どうぞよろしくお願いします。 

 続いて。 

○委員（荒木慎大郎） 副委員長の荒木です。よろし

くお願いいたします。 

○委員（森垣 康平） 森垣です。よろしくお願いし

ます。 

○委員（前田 敦司） 前田です。よろしくお願いし

ます。 

○委員（義本みどり） 義本です。よろしくお願いし

ます。 

○委員（福田 嗣久） 福田でございます。よろしく

お願いします。 

○委員（須山 泰一） 須山です。よろしくお願いし

ます。 

○委員長（清水  寛） 次に、こども未来部から順

にお願いをします。 

○こども未来部長（山口 繁樹） こども未来部長の

山口でございます。どうぞよろしくお願いいたしま

す。 

○こども未来課長（若森和歌子） こども未来課長の

若森です。引き続きよろしくお願いします。 

○こども未来課参事（丸谷 祐二） おはようござい

ます。こども未来課参事の丸谷でございます。どう

ぞよろしくお願いいたします。 

○こども支援課長（吉本  努） 失礼します。こど

も支援課の課長をしてます吉本です。どうぞよろし

くお願いいたします。 

○観光文化部長（太田垣健二） 観光文化部の部長の

太田垣でございます。よろしくお願いします。かん

でしまいました。 

○観光文化部次長兼新文化会館整備推進室長（村田 

一紀） 観光文化部次長になりました。兼ねて新文

化会館整備推進室の室長をしております村田です。

引き続きよろしくお願いします。 

○文化・スポーツ振興課長（原田 泰三） 引き続き

です。観光文化部文化・スポーツ振興課長の原田で

す。よろしくお願いいたします。 

○文化・スポーツ振興課参事（福井 孝道） 文化・

スポーツ振興課参事の福井です。よろしくお願いい

たします。 

○文化・スポーツ振興課参事（小川 一昭） 失礼し

ます。文化・スポーツ振興課参事の小川です。城崎

国際アートセンターを担当します。よろしくお願い

いたします。 

○文化・スポーツ振興課参事（武縄 真明） 文化・

スポーツ振興課参事の武縄と申します。文化財室、
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歴史博物館を担当しております。どうぞよろしくお

願いいたします。 

○文化・スポーツ振興課参事（吉岡 和彦） 失礼し

ます。文化・スポーツ振興課参事の吉岡です。私も

武縄参事と同じく、文化財室、それから、歴史博物

館のほうの担当のほうをさせていただいておりま

す。よろしくお願いいたします。 

○教育次長（永井 義久） 教育次長の永井です。ど

うぞよろしくお願いします。 

○教育総務課長（川崎 智朗） 失礼します。教育総

務課長の川崎と申します。よろしくお願いいたしま

す。 

○教育総務課参事（旭  和則） 教育総務課参事の

旭です。よろしくお願いいたします。 

○教育総務課参事（本庄  昇） 教育総務課参事兼

給食センター所長、本庄です。よろしくお願いしま

す。 

○教育施設課長（谷口 祥規） すみません、新たに

できました教育施設課の課長をします谷口といい

ます。よろしくお願いします。 

○教育施設課参事（加藤 哲夫） 同じく教育施設課

参事の加藤です。よろしくお願いいたします。 

○学校教育課長（寺坂 浩司） 失礼します。学校教

育課長の寺坂です。よろしくお願いいたします。 

○学校教育課参事（吉谷 孝憲） 学校教育課参事の

吉谷でございます。よろしくお願いいたします。 

○学校教育課参事（服部  隆） 失礼します。学校

教育課参事、教育研修センターの所長をしておりま

す服部と申します。よろしくお願いいたします。 

○幼児育成課長（向原 芳江） 失礼します。幼児育

成課長の向原です。よろしくお願いいたします。 

○幼児育成課参事（三輪 純子） 失礼します。幼児

育成課参事の三輪です。よろしくお願いいたします。 

○事務局主幹（中川 光典） 失礼します。事務局の

中川です。よろしくお願いします。 

○委員長（清水  寛） ありがとうございました。 

 それでは、４の協議事項に入ります。 

 １の委員会所管事項の事務概要についてです。 

 まず、当局から部単位で一通りの説明を受けた後、

各委員から質疑を行います。 

 本日はあくまでも事務概要の説明であり、また、

時間が非常に限られておりますので、当局説明及び

委員からの質問は、要点を押さえ、簡潔明瞭にお願

いをいたします。 

 なお、委員会での発言は、委員長の指名の後、マ

イクを使用し、発言の最初に課名と名字をお願いし

ます。 

 それでは、こども未来部から説明をお願いします。 

 こども未来課、若森課長。 

○こども未来課長（若森和歌子） 資料が１８ページ

になります。こども計画の推進及び出産・子育て支

援の推進になります。 

 まず、現況と課題です。２０２５年３月に、子供・

子育て施策の方向性を示すため、豊岡市こども計画

を作成をいたしました。豊岡市こども計画では、長

期目標を全てのこどもがウエルビーイングに暮ら

していると定め、その実現を目指すものとなってお

ります。 

 基本方針です。子ども・子育て支援に関わる庁内

関係課や関係機関を連携しながら、豊岡市こども計

画について、着実に推進を図っていきたいと考えて

おります。また、妊娠期から子育て期までの親子の

リスクや子育てに対する不安の解消、負担感の軽減

に向け、切れ目のない支援を行っていくこと、これ

を基本としたいと考えております。 

 こども未来課の取組を概要に掲載をいたしてお

ります。大きく７項目を上げています。 

 １です。先ほども申し上げたこども計画の推進で

す。 

 ２、妊娠支援給付金の支給と妊婦等包括相談支援

の実施です。これは、２０２４年度まで出産・子育

て応援給付金の支給と伴走型相談支援として実施

していたもので、名称が変更となりました。妊娠期

からの支援についても引き続き取り組んでいきた

いと考えております。 

 ３、妊婦健康診査費助成事業です。健診費用につ

いては、健康保険の適用外となっておりますので、

健診費用を助成をしております。今年度から助成額
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上限８万８，０００円だったものを１１万２，００

０円に引き上げております。 

 ４です。１か月児健康診査費助成事業になります。

これは、新たに創設した取組です。赤ちゃんが初め

て受ける健診の費用を助成するとともに、健診結果

を受領することで、医療機関と連携した指導や育児

に関する助言を行うものとなっております。 

 ５、６については、健康を守ること、それから、

負担感の軽減を目的に、継続して行う取組となって

おります。 

 ７番です。こども広場及び市民交流広場の運営で

す。特にこども広場の利用状況について報告をさせ

ていただきたいと思います。２０２４年度のこども

広場の利用者数は４万７，９４２人でありまして、

昨年度と比較し、７，６４０人の増加となっており

ます。増加の主な要因としましては、５月にボール

プールが導入されたこと、それから、平日のみにな

りますけれども、試験的に実施した利用区分の２部

制が利用開始時刻に左右されなくなったので、それ

が功を奏したものと考えております。そのほか、指

定管理者さんのほうの努力が影響しているという

ふうに考えております。 

 私からは以上です。 

○委員長（清水  寛） 次に、こども支援課、吉本

課長。 

○こども支援課長（吉本  努） １９ページをご覧

ください。私からは、こども家庭支援・母子家庭等

自立支援の推進についてご説明させていただきま

す。 

 まず、現況と課題についてです。核家族化や地域

社会の変容等を背景に、子育てに困難を抱える世帯

がこれまで以上に顕在化し、児童虐待等の問題も深

刻化しています。また、養育能力の低い親が顕在化

しており、子供との関わり方に関する親への支援等

が必要となってまいります。加えて、母子家庭等は

非正規雇用率が高く、世帯収入が低い傾向にあり、

安定収入を目指したひとり親子育て世帯に対する

就労支援も必要となっています。 

 次に、基本方針です。４月の１日、こちらのほう

で、豊岡市こどもセンターを設置しました。これに

より、母子保健、児童福祉の両機能の連携、協働を

深め、子育てに困難を抱える家庭への支援を図りま

す。また、母子家庭等の生活や子育ての様子、求職

活動等の取組状況、自立、就業に向けた課題等を把

握し、相談者のニーズに応じた生活支援や就業支援

等のメニューを組み合わせたプログラムを策定す

ることにより、伴走型の自立支援を図ります。 

 次に、概要です。主なものとして、２点上げてお

ります。 

 まず、１点目は、豊岡市こどもセンターの業務推

進です。こどもセンターは、子育て世帯を包括的に

支援する中核的な存在としての役割が期待されて

おります。新たに配置した統括支援員を中心に、母

子保健と児童福祉の機能を一体化し、妊娠期から子

育て期まで切れ目のない支援を通じて、子育ての不

安や負担を軽減し、子供たちの健やかな成長を支え

てまいります。 

 ２点目は、母子家庭等の自立支援の推進です。子

供の貧困の理由の一つとして、親の収入に関する課

題がありますが、母子・父子自立支援プログラムで

は、資格取得や就業及び正社員への転職など、収入

増を目指すひとり親を対象として、個々の状況に合

わせた自立支援プログラムを策定しています。プロ

グラム実施後も母子・父子自立支援員が伴走的に支

援を行っています。また、兵庫県のひとり親家庭住

宅支援資金貸付制度を有効活用し、自立に向けて意

欲的に取り組むひとり親家庭の生活基盤の安定を

図ります。ということで、今回の概要のほうを上げ

させていただいております。 

 こども未来部の説明は以上です。 

○委員長（清水  寛） 以上でこども未来部の説明

は終わりました。 

 ただいまの説明について質疑等あればお願いを

いたします。 

 義本委員。 

○委員（義本みどり） 新しくできた豊岡市こどもセ

ンター、母子保健機能ということは、保健師さんた

ちと、それから、これまでのというところだと思う
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んですけれども、これ、新しく場所をつくったわけ

ではなくて、これまでのところにこの機能をかぶせ

るというようなご説明だったと思うんですが、ちょ

っとまだそこがよく理解できてないんですが、実際

に保健師さんたちが、あちらの建物に行ったりは、

そこら辺をちょっと教えてください。 

○委員長（清水  寛） 吉本課長。 

○こども支援課長（吉本  努） 今、ご説明という

か、ご質問がありましたように、保健師自体は今の

アイティの７階には参りません。現在のこども未来

課のほうにいるという形になります。もともと母子

保健のほうは、子育て世代包括支援センターという

機能がありまして、児童福祉のほうは、子ども家庭

総合支援拠点というふうな機能がありました。こち

らのほうの２つの機能を新たに一つにして、国の法

律上ではこども家庭センターという機能をつくり

なさいということになっています。豊岡市の場合は、

こどもセンターという名前にしてますが、ですので、

機能としてもともとあったものをより強化すると

いうふうな意味合いで設置をしたということでご

理解いただければと思います。 

○委員長（清水  寛） 義本委員。 

○委員（義本みどり） 分かりました。ありがとうご

ざいました。 

○委員長（清水  寛） よろしいですか。 

○委員（義本みどり） はい。 

○委員長（清水  寛） ほか、ないようですので、

続いて、観光文化部、説明をお願いします。 

 文化・スポーツ振興課、福井参事。 

○文化・スポーツ振興課参事（福井 孝道） それで

は、２０ページ、文化芸術の振興をご覧ください。 

 現況と課題、基本方針です。豊かな心を育み、活

力ある市民文化の向上を図るためには、市民が優れ

た文化芸術に触れ、親しむとともに、市民が主体と

なり展開する文化活動を行う環境づくりを支援し

ていく必要があります。 

 優れた文化芸術に触れる機会の提供や公募展の

充実に努め、自主的な文化芸術活動を行っている団

体への支援を実施するとともに、文化施設の安全・

安心な管理に努め、効果的な事業の実施と利用の拡

大を図ってまいります。 

 続きまして、概要です。第２期豊岡市文化芸術振

興計画に基づき、これまで同様、文化芸術事業の一

体的な広報と情報発信、子供たちへの文化芸術体験

の提供、２つの公募展の開催、それから、市民会館

をはじめ各施設での事業の実施に努めてまいりま

す。 

 文化芸術の振興については以上です。 

○委員長（清水  寛） 次に、武縄参事。 

○文化・スポーツ振興課参事（武縄 真明） ２１ペ

ージをご覧ください。私からは、文化財の保護と活

用についてご説明します。 

 現況と課題です。自然、歴史、文化財や伝統文化

などは貴重な文化遺産であり、その価値と魅力を次

世代に正しく継承していく取組が求められていま

す。 

 次に、基本方針ですが、史跡や有形無形の文化財

などは文化遺産であり、その価値や魅力を守り、未

来に伝えるため、保存と活用に努めるとしておりま

す。 

 概要では５項目を上げておりますが、特徴的なも

のは２、４でございます。 

 ２では、文化財の保存と活用としております。市

内文化財の総合的な保存と活用を目指し、豊岡市文

化財保存活用地域計画の策定を進めてまいります。 

 続きまして、４になります。４では、国指定史跡

の整備としております。但馬国分寺跡の整備に向け

た整備基本計画の見直しを進めてまいります。 

 文化財室からは以上でございます。 

○委員長（清水  寛） 続いて、小川参事。 

○文化・スポーツ振興課参事（小川 一昭） 城崎国

際アートセンターの運営について説明いたします。

資料２２ページをご覧ください。 

 現状と課題につきましては、開館以来、最先端の

アーティスト・イン・レジデンス施設として国内外

から高い評価を受け、世界各地から優れたアーティ

ストが年間を通じて滞在し、制作活動を行っていま

す。 
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 本市の文化芸術による地方創生事業の拠点施設

として情報発信に努めるとともに、豊岡で暮らすこ

との価値と魅力を高める事業展開を行ってまいり

ます。 

 次に、基本方針ですが、世界最先端の舞台芸術創

作の場が市内にあることにより、市民が地域への誇

りを醸成し、暮らしの豊かさを実感できるよう、そ

して、市民の芸術文化への興味、関心が高まるよう

努めてまいります。 

 概要について、主なものといたしましては、アー

ティスト・イン・レジデンス事業では、２１か国か

ら６６件の応募があり、９件のプロジェクトを採択

しています。また、公募のほか、国内外の芸術団体

などとの提携事業３件を行います。芸術文化観光専

門職大学との連携では、新入生但馬周遊研修、ＫＩ

ＡＣの事業研修、２年生の劇場プロデュース実習、

４年生の総合芸術文化実習の受入れを予定してい

ます。 

 説明は以上です。 

○委員長（清水  寛） 続いて、原田課長。 

○文化・スポーツ振興課長（原田 泰三） ２３ペー

ジでございます。私のほうからスポーツ振興のほう

について説明させていただきます。 

 市民が生涯を通して健康な生活を営むために、気

軽に楽しくスポーツに親しめる地域社会の実現と

いうのが求められます。各種団体と協働、推進して、

市民や地域のニーズに応じたスポーツ活動の推進

を図る必要がございます。 

 基本方針としましては、誰もが障害の有無に関係

なくスポーツに親しめる環境づくりについて、地域

の特色を生かし、地域におけるつながりや大交流に

それがつながっていけたらなというようなことで

考えて事業を進めたいと思っております。 

 概要です。第２期スポーツ推進計画に基づいて取

組を進めます。 

 概要１の（１）でございます。生涯スポーツの推

進ですけども、スポーツ事業については、市民の体

力の向上や健康増進等を目的として、コミュニティ

の活性化促進にもつながるような、そういったやり

方でスポーツの普及啓発につなげていきたいなと

いうふうに考えてございます。また、ちょっとこち

らに書いてないんですけども、本市で現在進めてお

ります部活動の地域移行、これ、１２月に地域展開

というような言葉に実行会議のほうで、取りまとめ

のほうで替わっているというふうに聞いてますが、

これと地域連携ですね、そういったことにつきまし

ても市の検討委員会での議論を踏まえて、引き続き

教育委員会と連携して進めたいと思っております。 

 それから、（２）でございます。施設の適切な整

備ということでございますが、施設の需要と供給の

バランスをこちらについてもしっかり見据えなが

ら、市民がスポーツを行う場所が失われることがな

いように、そういったことにもしっかり配慮して、

施設の適切な維持に努めていきたいというふうに

考えてございます。具体的には、今年、豊岡総合ス

ポーツセンターの陸上競技場の第４種公認更新に

当たりまして、必要な用器具類の整備、それから、

あと、こうのとりスタジアムのダグアウトへの空調

設備の設置などを行います。 

 最後に、（３）のオリンピックレガシーへの取組

です。引き続きボートのまち豊岡、豊岡市を発信し

ていきたいと考えてございます。本年度、円山川に

おいて、例年行われます兵庫県の高校総体、ローイ

ング競技以外にも、９月２７、２８には、第３８回

の全国ボート場所在市町村協議会の主催の首長会

議や、市町村交流レガッタが開かれます。また、そ

の前段で、７月６日というふうに聞いておりますが、

全国市町村交流レガッタの地元予選会の城崎レガ

ッタも開催されるというふうに聞いてございます。

そのような形でボートのまち豊岡を発信していき

たいと考えてございます。 

 文化・スポーツ振興課のほうは以上でございます。 

○委員長（清水  寛） 続いて、新文化会館整備推

進室の村田部次長。 

○観光文化部次長（村田 一紀） ２４ページをご覧

ください。私からは、新文化会館の整備についてご

説明をいたします。 

 まず、現況と課題です。新たな新文化会館を整備
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するため、２０１８年度から事業を進め、２０２６

年度にオープンすることを目指しておりましたが、

３度、入札が不調に終わり、その原因を調査すると、

物価高騰や人手不足が要因で、現計画のままでは事

業費の大幅な変更は避けられないことが判明した

ところでございます。また、現市民会館は、現状十

分な安全性が確保できず、突発的なトラブルへの対

応も困難であることから、当初の予定どおり、２０

２５年度末をもって休館することといたしたとこ

ろでございます。 

 こうした状況を踏まえて、いかに文化会館機能を

維持するかという点で、あらゆる案を比較検討した

結果、市としては、新文化会館機能を維持するには、

大規模改修をすることが最も適していると判断に

至ったところでございます。 

 基本方針といたしましては、文化芸術創造活動を

支える中核施設として、人々に安らぎや活力を与え、

市民生活を豊かにし、にぎわいのあるまちづくりに

資する施設となるよう努めていきたいと考えてい

るところでございます。 

 続いて、概要でございます。昨年度、債務負担行

為を設定いただきました大規模改修に向けた現市

民会館の長寿命化調査を実施し、現況躯体の把握を

進めていきます。あわせて、事業費の精査、工事発

注方法や現市民会館の休館期間の短縮など、今後、

事業の推進に向けたあらゆる検討を行っていきた

いと考えておるところでございます。 

 以上で観光文化部の説明を終わります。 

○委員長（清水  寛） 以上で観光文化部の説明は

終わりました。 

 ただいまの説明について質疑等あればお願いし

ます。 

 森垣委員。 

○委員（森垣 康平） 先ほど文化財保護のところで

話があったんですが、豊岡市文化財保存活用地域計

画策定、これ、ちょっとだけ、スケジュールとか、

内容とか教えていただけたらと思うんですが。 

○委員長（清水  寛） 武縄参事。 

○文化・スポーツ振興課参事（武縄 真明） 豊岡市

文化財保存活用地域計画につきましては、今の豊岡

市歴史文化基本構想というものがありまして、１０

年計画で、残り２年となっております。その中で、

文化庁のほうが文化財の保存活用地域計画を進め

ておりまして、豊岡市でも今年度、来年度の２か年

で策定を進める予定をしております。以上になりま

す。 

○委員長（清水  寛） 森垣委員。 

○委員（森垣 康平） ありがとうございます。 

○委員長（清水  寛） よろしいですか。 

○委員（森垣 康平） はい。 

○委員長（清水  寛） ほか、ございますか。 

 荒木委員。 

○委員（荒木慎大郎） 城崎国際アートセンターの運

営についてお聞きします。 

 概要の５番のテレワークの拠点となるような開

設したワーケーションスペースの利活用の促進と

いうことがあるんですけれども、これ、最初つまず

いておられたと思うんですけど、今現状、どうです

か。 

○委員長（清水  寛） 小川参事。 

○文化・スポーツ振興課参事（小川 一昭） コロナ

臨時交付金で拠点を設置いたしました。城崎全体に

この交付金を利用した旅館様があり、地域全体でワ

ーケーションを進めております。しかしながら、委

員おっしゃるとおり、中心のまちから離れてますの

で、そんなにたくさんは利用されてないのが現状で

す。以上です。 

○委員長（清水  寛） 荒木委員。 

○委員（荒木慎大郎） 今年度はどういった展開をし

ていくとか、何か計画があればお願いします。 

○委員長（清水  寛） 小川参事。 

○文化・スポーツ振興課参事（小川 一昭） まず、

今年度から、予約管理システムが導入されました。

ワーケーション利用のスペースの利用ということ

で、市民、また、市外の方も予約しやすいシステム

になったと思っております。この効果がこれから表

れるんではないかと期待しているところです。以上

です。 
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○委員長（清水  寛） 荒木委員。 

○委員（荒木慎大郎） ありがとうございます。 

 次に、豊岡総合スポーツセンター陸上競技場の更

新のことなんですけども、工事されてたかなと思う

んですけど、もう無事に終わりましたか。 

○委員長（清水  寛） 原田課長。 

○文化・スポーツ振興課長（原田 泰三） 晴天にも

恵まれたということもありますし、業者さんも頑張

っていただいたいうのもありますけども、もうほぼ

ほぼ終わってるという状況でございまして、４月１

９日の土曜日に日本陸連のほうの検査を受けると

いうような予定になってございます。以上です。 

○委員長（清水  寛） 荒木委員。 

○委員（荒木慎大郎） ５月に高校総体があるので、

たしか１２、１３かな、にあると思います。しっか

り場所を確保してあげられるようにお願いします。

以上です。 

○委員長（清水  寛） ほか、ございますか。 

 須山委員。 

○委員（須山 泰一） 教えていただきたい。植村直

己記念スポーツ公園、電灯分電盤修繕とあるのは、

これは現状、壊れてるんですかね。 

 それと、冒険館のほうの駐車場が夜暗いというの

を今まで聞いてて、あれは振興局に言えばいいこと

ですかね。どうでしょうか。 

○委員長（清水  寛） 原田課長。 

○文化・スポーツ振興課長（原田 泰三） 私のほう

は、植村直己スポーツ公園のその分電盤の関係です

けども、老朽化が進んで、今後、状況が進むと、関

連施設に影響を及ぼすということから、修繕をさせ

ていただきたいというものでございます。 

 あとは、植村直己冒険館の駐車場につきましては、

我々のほうの所管とは違うというところでござい

ます。 

○委員（須山 泰一） 分かりました。ありがとうご

ざいます。 

○委員長（清水  寛） よろしいですか。 

○委員（須山 泰一） はい。 

○委員長（清水  寛） ほか。 

 それでは、なければ、続いて、教育委員会、説明

をお願いします。 

 教育総務課、川崎課長。 

○教育総務課長（川崎 智朗） それでは、２５ペー

ジをご覧ください。第５次とよおか教育プラン（豊

岡市教育振興基本計画）の推進でございます。 

 ２０２５年２月に、２０２５年度から２０２９年

度を計画期間とする第５次とよおか教育プランを

策定しました。２０２５年度は計画初年度となりま

す。学校と地域の連携を色濃く出したプランでもあ

りますので、保護者のみならず、地域の方へも周知

を行うとともに、２０２５年度実践計画に基づく取

組を着実に推進することとしております。 

 基本方針です。第５次とよおか教育プランでは、

一人一人の子どもが自分らしく生きていけるため

のウェルビーイングの向上を重要な視点とし、基本

理念を「豊岡で育む「在りたい自分」と「在りたい

未来」を創造する力」としております。また、「在

りたい自分」と「在りたい未来」を創造する力の育

成に必要な資質として、引き続き非認知能力の向上

に努めることとし、サブテーマを、第４次プランを

引き継ぎ、「非認知能力（やり抜く力・自制心・協

働性）を子どもたちに」としております。 

 概要です。プラン推進のための取組として２点上

げております。 

 １点目に、プランの周知です。概要版、それから、

解説動画を作成し、周知を図ります。なお、市のホ

ームページに概要版、解説動画も現在アップしてお

りますので、またご覧をいただければと思います。 

 ２点目に、２０２５年度実践計画の推進と検証で

す。２０２５年度は、実践計画として７２の施策を

展開することとしています。そのうち、１８の施策

を特に力を入れたい重点施策と位置づけ取り組む

こととしており、併せて検証を行うこととしていま

す。 

 私からは以上です。 

○委員長（清水  寛） 続いて、旭参事。 

○教育総務課参事（旭  和則） 資料は２６ページ

をお願いいたします。私からは、社会教育・生涯学
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習の充実と推進について、概略と主な事業について

ご説明をいたします。 

 基本方針、大きく３つの柱とし、各種施策を展開

してまいります。 

 １つ目です。社会教育基本計画の理念の庁内共有

と事業推進です。昨年６月に社会教育基本計画を策

定いたしました。計画策定を受けて、今年度から市

の社会教育の総合的な推進及び社会教育の施策に

関する事項、計画の進捗状況の確認、評価について

意見を聞くため、豊岡市社会教育推進委員会を設置

いたします。現在、委員の選定を進めており、５月

下旬に第１回目の会議を予定しております。 

 ２つ目、多様な学習機会の充実と読書活動の推進

です。生涯学習サロンでの講座を中心とした生涯学

習活動の推進、くすの木学校、青い鳥学級を開設し

て、障害者の社会自立を目指した学習機会を提供を

してまいります。図書館では、図書館未来プランに

基づき、幅広く資料を収集し、様々な人に学びとつ

ながりの場として活用されるよう取り組んでまい

ります。また、子供の読書支援を推進するため、本

の団体貸出しや出張おはなし会、学校図書室の管理

のアドバイス等、学校園と連携して行います。とよ

おか電子図書館につきましては、多様な形での資料

提供の一つとして引き続きコンテンツを整備し、利

用拡大を進めてまいります。また、今年度は、図書

館本館の長寿命化工事を予定しております。老朽箇

所の修繕、設備等の改修を行い、市民の皆様に安

心・安全に利用していただけるよう努めてまいりま

す。なお、工事に伴いまして、年度末に１か月程度、

一時休館をする予定としております。ご不便をおか

けいたしますが、ご理解を賜りますようよろしくお

願いいたします。 

 最後、３つ目、家庭・地域の教育力の向上と青少

年健全育成の推進です。子どもと心でつながる市民

運動推進協議会を２０２４年度で解散し、組織の構

成をスリム化して、２２地区ある豊岡市青少年健全

育成地区会議で構成する青少年健全育成地区会議

連絡会を新たに組織いたします。各地区子ども会の

活動を含め、子どもを対象にした各種事業活動を支

援し、地域行事への子どもの参加を促し、青少年健

全育成推進活動を進めてまいります。 

 私からは以上です。 

○委員長（清水  寛） 続いて、本庄参事。 

○教育総務課参事（本庄  昇） 資料２７ページを

ご覧ください。私からは安全・安心な学校給食の提

供について説明いたします。 

 まず、現況と課題です。学校給食センターでは、

安全・安心な学校給食の提供を目指し、市内産野菜

の積極的な使用やオーガニックビレッジの取組と

連携した有機農産物の利用を推進しております。し

かしながら、供給量の確保が課題となっております。

次に、給食費については、２０２５年度から物価動

向に連動した食材料費の設定を行っており、保護者

負担額は２０２４年度から４年をかけて段階的に

増額することとしていますが、一方で、給食費を無

償化する国の動きもあります。また、急激な少子化

と施設、設備の老朽化に対応するため、現在、３つ

のセンターの体制を再編を行い、２０２６年度末で

日高学校給食センターを廃止し、豊岡及び出石学校

給食センターに再編する計画としています。 

 次に、基本方針です。市内産野菜の使用の目標を

重量ベースで３０％以上としており、市内産の野菜

や有機農産物の利用を推進するため、ＪＡや生産者

との連携を進めます。給食費無償化の動きについて

は、国の動向を注視しながら、無償化が実施される

までの間については、安定的な財源の確保の面から、

物価動向に連動した食材料費の設定と保護者負担

額の段階的な増額をお願いしていきます。また、学

校給食センターの再編については、調理業務委託業

者及び配送業務委託業者との調整等を進めてまい

ります。 

 概要の欄は、今申し上げましたことを主な事業と

して３点にまとめて記載したものでございます。 

 私からの説明は以上です。 

 以上で教育総務課分は終わります。 

○委員長（清水  寛） 続いて、教育施設課、谷口

課長。 

○教育施設課長（谷口 祥規） それでは、２８ペー
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ジをご覧ください。私のほうからは学校園の再編推

進について説明いたします。 

 現況と課題でございます。核家族化の進行や共働

き家庭の増加などの環境の変化、幼児教育・保育無

償化によりまして、保育に対するニーズが高まって

おります。一方で、少子化のさらなる進行が見込ま

れております。このため、就学前施設及び放課後児

童クラブの施設整備の方向性と、それに伴う運営の

見直しの方向性等を示した豊岡市における幼児教

育・保育及び放課後児童のあり方計画を２０２１年

２月に策定いたしました。一方、小・中学校につき

ましても、少子化に伴う児童生徒数の減少によりま

して、学びに重要な多様な意見に触れ合える環境が

確保しづらいなどの教育課題が生じていることか

ら、子供たちにとってよりよい教育環境を確保する

ため、豊岡市立小中学校適正規模・適正配置計画を

２０２１年１２月に策定いたしました。 

 続きまして、基本方針です。豊岡市における幼児

教育・保育及び放課後児童のあり方計画の推進に当

たりましては、２０２５年３月、この３月に策定さ

れました豊岡市こども計画を踏まえまして、持続可

能な幼児教育・保育提供体制の整備を進めることと

しております。豊岡市立小中学校適正規模・適正配

置計画の推進に当たりましては、学校施設は、地域

の交流拠点や災害時の避難所機能等、教育施設以外

の機能も兼ねそろえていますことから、保護者や地

域住民と対話を重ね、合意形成を図りながら丁寧に

進めるものといたしております。 

 次に、概要です。概要といたしましては、今年度

主な主要事業といたしまして、２点記載しておりま

す。 

 １点目は、豊岡市における幼児教育・保育及び放

課後児童のあり方計画の推進でございます。先ほど

もありましたように、持続可能な幼児教育・保育提

供体制の整備を推進するため、後期事業、これは２

０２６年度以降の事業における計画内容の検討を

行いたいと考えております。 

 ２点目は、豊岡市立小中学校適正規模・適正配置

計画の推進でございます。こちらのほうは、現在、

事業中であります（１）竹野地域小中一貫校の整備

を進めてまいります。（２）で、また、小坂小学校

と小野小学校の統合が２０２６年４月となってお

りまして、それに向けた調整を進めてまいります。

最後、（３）です。但東地域小中一貫校の整備につ

きましては、今後も地元と保護者等との協議を重ね

ながら進めていきたいと考えております。 

 私のほうからは以上です。 

○委員長（清水  寛） 続いて、加藤参事。 

○教育施設課参事（加藤 哲夫） それでは、２９ペ

ージをお開きください。私のほうからは、教育・保

育施設等の整備の推進についてご説明いたします。 

 まず、現況と課題でございます。教育・保育施設

においては、児童生徒や園児にとって安全で安心な

環境を整備する必要がございます。しかしながら、

小・中学校の施設では、約８割が築３０年以上経過

しており、施設の老朽化が課題となっています。ま

た、急速なＩＣＴの技術の進展によりまして、児童

生徒に１人１台端末として整備をしておりますが、

これについての維持、更新についても課題となって

おります。 

 そのような中、基本方針としましては、教育・保

育施設、また、放課後児童クラブにつきましても、

引き続き子供たちの安全・安心を第一に効率的な維

持管理に加えまして、空調設備やトイレの洋式化な

ど、環境対策、また、ＩＣＴなど、新たな課題にも

対応した教育環境の整備や充実を図ることとして

おります。 

 次に、今年度の主な事業としまして、概要欄で４

点記載しております。 

 １点目は、豊岡市学校施設個別施設計画における

実施計画の見直しでございます。２０２０年１月に

策定しました学校施設個別施設計画、いわゆる長寿

命化計画ですが、５年が経過しておりまして、具体

的な事業スケジュールであります実施計画につき

ましても、記載のとおり、様々な理由によりまして

見直しが必要となっております。子供たちの安全を

確保しまして、学習環境の向上を図るため、今後１

０年間の具体的な事業スケジュールを計画するよ
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う検討してまいります。 

 ２点目は、学校施設個別施設計画に基づく計画的

な改修の実施を上げております。１つ目は、三江小

学校の長寿命化改修工事でございます。２０２４、

２５年度の２か年で実施することにしておりまし

て、２０２４年度につきましては、特別教室棟の老

朽化した内部の大規模改造工事を行いました。今年

度につきましては、昨年度に引き続き、特別教室棟

の外部の改修工事、また、老朽化が著しい普通教室

棟の内部と外部において長寿命化改修工事を行う

予定としております。２つ目は、竹野学園の整備で

ございます。２０２４、２５年の２か年で実施して

おりまして、昨年度に引き続きまして、低学年棟の

増築、既存校舎棟の改修、体育館への空調設備の整

備などを行います。なお、３月定例会時に報告をし

ておりました低学年棟完成の遅れによりまして、１

年から６年までの移転スケジュールを変更するこ

ととしております。新たな移転スケジュール案につ

きましては、この後、お時間をいただき、報告事項

として説明を行う予定としております。 

 ３点目ですが、小学校体育館の空調設備の整備で

ございます。指定避難所となっている小学校のうち、

１９校の体育館につきまして、災害時の良好な生活

環境を確保し、あわせて、教育活動などの熱中症リ

スクの低減を図り、快適な活動環境を整えるため、

空調設備を整備するものでございます。２０２４年

度から２０２７年度の実質３か年で整備する計画

としております。２０２５年度につきましては、豊

岡小学校をはじめ、記載のとおり、５校整備する予

定としております。 

 ４点目は、児童生徒１人１台端末の活用の推進で

す。引き続きまして、教員向けサポートや研修を行

うＧＩＧＡスクール運営支援センター業務の委託

業務や校内の無線ＬＡＮの環境の改善を行います。

また、２０２５年度につきましては、２０２０年度

に購入しました学習用端末のうち、中学校生徒のタ

ブレット端末２，１７９台の更新を行う予定として

おります。 

 教育施設課の説明は以上です。 

○委員長（清水  寛） 続いて、学校教育課、寺坂

課長。 

○学校教育課長（寺坂 浩司） ３０ページをご覧く

ださい。豊岡市における教育の充実について説明い

たします。 

 まず、基本方針についてです。 

 １つ目、子供たちの発達段階や多様なニーズを踏

まえて、多様性を尊重しつつ、確かな学力、豊かな

心、健やかな体をバランスよく育成する。 

 ２つ目、教職員一人一人の資質、能力の向上、チ

ーム学校として取り組む組織づくり、安全・安心な

教育環境の整備を図ることです。 

 ３つ目、学校、家庭、地域等の連携、協働を推進

することです。 

 次に、概要についてです。主なものを上げており

ますが、その中から４点説明いたします。 

 １点目は、１つ目の非認知能力向上のための取組

の推進です。取組の核となる演劇ワークショップを

市内全ての小学校１年生と２年生で実施していま

す。ファシリテーター、教職員等、それぞれの立場

から取組の検証をいたしましたが、演劇ワークショ

ップの取組と学校内外での取組の往還が効果を高

めているということが確認をされています。 

 ２点目が、３の不登校対策の充実です。本市の不

登校児童生徒数は、昨年度３月末時点で、一昨年度

の同時期と比べて、約１３％、人数にして２３人増

加をしています。昨年度改定しました豊岡市不登校

対策アクションプランに基づいて取組を推進して

まいります。具体的には、生活アンケートや教育相

談等により、児童生徒の心身の状況把握、さらに、

早期からのケアに努めるとともに、全ての小学校、

中学校、義務教育学校内で子供たちが安心していれ

る居場所として設置しています校内サポートルー

ムについて、全中学校、義務教育学校と小学校６校

に支援員を配置いたします。 

 ３点目は、１１の学校における働き方改革の推進

です。本市では、学校における働き方改革推進方針

に基づき、取組を進めています。新たに本格的に導

入する自動採点システムは、教員のテストの採点や
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集計、成績処理に係る業務を軽減できるものと期待

しております。今年度は、チーム学校としての業務

改善と教職員の健康管理を重点として取組を進め

ます。 

 最後、４点目は、１２のコミュニティ・スクール

と地域学校協働活動の一体的な実施です。本市では、

地域住民等が学校運営に参画し、地域総がかりで子

供たちを育むコミュニティ・スクールの取組を昨年

度より全ての市立小・中学校で導入をしています。

各学校や地域において課題が様々でございますが、

今年度は、とりわけ不登校のことを議題に上げなが

ら、様々な視点からアイデアを出し合い、取組をさ

らに深化させていきたいというふうに考えていま

す。 

 このほかにつきましては、継続事業となります。 

 学校教育課からの説明は以上です。 

○委員長（清水  寛） 続いて、幼児育成課、向原

課長。 

○幼児育成課長（向原 芳江） ３１ページをご覧く

ださい。就学前の教育・保育の充実及び放課後児童

クラブにおける育成支援の質の向上についてご説

明いたします。 

 基本方針から説明します。２０２５年３月に策定

しました豊岡市こども計画に基づき、就学前の教

育・保育の充実及び放課後児童クラブにおける育成

支援の質の向上を図ってまいります。中でも、就学

前からの育ちの連続性を確保し、小学校への円滑な

接続を図るため、学校教育課と連携して、豊岡市架

け橋プログラムの基盤を構築していくこととして

おります。 

 概要については、本年度の主要なものを２つ上げ

ております。 

 １つ目の就学前の教育・保育の充実です。（１）

の子供理解の推進と保育実践力の向上は、第２次豊

岡市就学前の教育・保育計画「スタンダード・カリ

キュラム」とその「活用の手引」を基本に保育を実

践し、学びの公開保育や経験年数、担任年齢別研修

を重ねながら、目の前の子ども一人一人に寄り添い、

子ども理解をさらに深めることにより、保育実践力

を高め、教育・保育の質の向上を図っていきます。

（２）の各学校区における接続カリキュラムの作成

と（３）の園と小学校の教育・保育の相互理解の推

進と研修等の実施は、架け橋期と言われます義務教

育開始前後の５歳児から小学校１年生の２年間の

教育の充実を図るため、子どもに関わる大人が立場

を超えて連携し、一人一人の多様性に配慮した上で、

全ての子どもに学びや生活の基盤を育むことを目

指す取組を、国が幼保小の架け橋プログラムとして

示しております。就学前からの育ちの連続性を確保

し、小学校への円滑な接続を図るため、各学校区の

園と小学校が連携して、接続期のカリキュラムを作

成し、活用しながら、学びや生活基盤の育成を目指

します。また、従来から行われている交流活動等の

機会を活用し、活動のねらい、配慮等を明確にする

こと、連携会議、相互参観などを行い、子ども理解

を深め、教育・保育の工夫や相互理解を図っていき

ます。そして、有識者を招聘しました園小合同の研

修会を開催し、担任に限らず、学校園全体の意識向

上を目指します。 

 次に、２つ目の放課後児童クラブにおける育成支

援の質の向上です。（１）の子ども理解等の職員研

修の推進と（２）の放課後児童クラブと学校園との

連携の強化については、児童が放課後児童クラブで

安心して過ごせるよう、また、保護者が放課後児童

クラブに安心して預けることができるよう、クラブ

の職員に対する有識者や心理士などを講師とした

子ども理解、対応についての研修等を充実させると

ともに、放課後児童クラブと学校園との連携を強化

し、育成支援の質の向上を図っていきます。 

 教育委員会の説明は以上です。 

○委員長（清水  寛） 以上で教育委員会の説明は

終わりました。 

 ただいまの説明について質疑等あればお願いし

ます。 

 義本委員。 

○委員（義本みどり） ちょっと聞き漏らしたかもし

れませんので、ごめんなさいね。学校教育課の説明

の中で、校内サポートルーム、一番最初の年が中学
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校と、今年度、何校増えて、職員さんは見つかった

かどうか、教えてください。 

○委員長（清水  寛） 寺坂課長。 

○学校教育課長（寺坂 浩司） 昨年度から始めまし

て、まず、全中学校９校、それから、小学校４校の

合計１３校に１３名配置しました。今年度は、小学

校で２校増やしまして、１５校です。１５名、既に

配置、決まってますので、学校のほうでご活用いた

だくということにしています。以上です。 

○委員長（清水  寛） よろしいですか。 

 義本委員。 

○委員（義本みどり） 人が見つかってよかったなと

思って。なかなかこのサポートルームの方、勤務時

間が短いので、収入も少なくなって、そこがなかな

か見つけるのが厳しいのかなと思いますが、いかが

ですか。 

○委員長（清水  寛） 寺坂課長。 

○学校教育課長（寺坂 浩司） 収入のことについて、

実際にその方々からヒアリングをしているわけで

はないんですけども、多様な働き方の中で、こうい

った時間をお選びいただけるように、また啓発とか

人材開発を進めていきたいと思います。以上です。 

○委員長（清水  寛） 義本委員。 

○委員（義本みどり） ＬＩＮＥでの募集、分かりや

すくて、とてもいいなと思っておりますので、拡散

したいなと思っております。以上です。 

 もう１点、別の、よろしいですか。 

○委員長（清水  寛） はい。 

○委員（義本みどり） 児童クラブのところで、学校

との連携の強化って、具体的に何か考えておられま

したら、教えてください。 

○委員長（清水  寛） 向原課長。 

○幼児育成課長（向原 芳江） 継続的に学校園と、

それから支援員のやり取りとかはさせていただい

てるんですけども、うちの指導主事のほうも何かあ

りましたら、小学校のほうとのかけ橋になって、連

携していくというようなことを今もしております

し、今後もしていきたいと思っております。以上で

す。 

○委員長（清水  寛） 義本委員。 

○委員（義本みどり） とても大切なことだと思いま

す。少ない職員さんで、この広い豊岡のクラブを全

部網羅することは本当に骨の折れることだと思い

ますけれども、現場の職員さんが働きやすいという

ことは、子供にとって大切なことですので、どうか

よろしくお願いいたします。以上です。 

○委員長（清水  寛） よろしいですか。 

 ほか、ございますか。 

 福田委員。 

○委員（福田 嗣久） ２６ページで説明いただきま

した施設再編か、３番目の但東地域の小中一貫校の

整備ですけれども、ちょっと時間が大分経過しまし

たんで、私も頭の中から飛んでしまっているんです

けども、スケジュールはどんなふうな状況で進んで

おりますか。 

○委員長（清水  寛） 谷口課長。 

○教育施設課長（谷口 祥規） 但東につきましては、

計画ですと、２０２８年からということですけども、

今、地元、昨年度、地元で説明会を行いました。そ

ちらの中でもまだ地区のほう、意見がまとまってな

いという状況でして、ちょっと計画どおりにはいか

ないかなと今のところの状態です。昨年度にも小学

校のほうでＰＴＡ中心に説明会も行いまして、また

今後もそういったことを行って、地区との協議を進

めながら、ご同意をいただけるように進めてまいり

たいと考えております。以上です。 

○委員長（清水  寛） 福田委員。 

○委員（福田 嗣久） 私もだんだん聞く機会がなく

なってきまして、大分鎮静化してるといいますか、

合併に対して抵抗がなくなってきてるんではない

かなと思っておりますので、上手に話を聞いていた

だいて、ちらほらとは聞いておりますけれども、あ

まり学校を１校にするということに反対の話をあ

まり聞かなくなっておりますので、十分話を聞きな

がら進めていただきたいと思っております。 

 それともう一つ、学校教育課の不登校の話で、先

ほど説明をいただきまして、１３％の２３人プラス

増えてきているという話で、それと、不登校が増え
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てるちゅうのは、ずっと言わせていただいてるんで

すけども、不登校が増加していることと、それから、

教員の働き方改革が非常に強く出てきておりまし

て、先ほどそういう説明の中で、支援員を６校かな、

入れますという話もありましたけども、基本、どう

なんでしょう、不登校の子供たちと教員との接点は

時間があればあるほどいいんでしょうけども、それ

がだんだんと制約を受けるということで、先生との

面する時間、接する時間と、あるいは、一緒に遊ん

だり、勉強したり、あるいは汗かいたりする時間が

だんだん減ってしまうというおそれがあって、心配

もするんですけども、その辺のことはどういうふう

に、支援員だけで対応できるのかどうか、その辺り

どうでしょうか。 

○委員長（清水  寛） 寺坂課長。 

○学校教育課長（寺坂 浩司） 支援員のほうは、拡

充を進めていきたいというふうに考えております。

これ以外に、先ほど申しましたコミュニティ・スク

ールですとか、ＰＴＡの方々のお知恵も借りながら、

多様な大人が子供たちに関わるというようなこと

を考えていきたい。それから、民間施設ですね、市

内にあります民間施設等とも連携したり、居場所を

提供してくださる場所の方々とも、お互いに知恵を

出し合って、どうすることが子供たちにとっていい

のかということを今後も研究、検討を進めていきた

いと思います。以上です。 

○委員長（清水  寛） 福田委員。 

○委員（福田 嗣久） いろんな手だては、今話を聞

かせていただきますけども、なかなか悲しいかな、

やっぱり先生と一緒に接する時間で汗をかいたり

することが非常に子供にとってはプラスなんでし

ょうけども、それが減少するちゅうのは、ある面、

時勢の問題で仕方ないんだと思うんですけども、悲

しい限りだなということも感じますし、その辺りを

含んで、上手な接点の持ち方、あるいは、もう一つ、

やっぱり深いつながりを持つ方法を考えていかな

いけんなと思いますので、表面だけなぞっても、こ

れもなかなか解消しないというような気もします

ので、大変でしょうけど、その辺りもよろしくお願

いしたいと思います。 

○委員長（清水  寛） よろしいですか。 

○委員（福田 嗣久） はい。 

○委員長（清水  寛） ほか、ありますか。 

 お願いします。 

○委員（義本みどり） すみません、言い忘れてまし

た。学校のトイレの洋式化のことなんですけど、教

職員のトイレで、たしか、以前、洋式ない学校が６

校でというのもあった、いくようなことだったと思

うんですが、空調設備のほうが先にしなければいけ

ないし、お金も限りがありますので、なかなかでき

ないというところは、難しいところはあるかと思う

んですが、地域の祖父母の方から、新１年生に上が

る方が学校に行ったら、やっぱり洋式トイレが少な

いので、和式で練習してきてくださいねって言われ

たんだけれども、家はないし、今、和式、どうした

もんかいやなというようなことで、ちょっとちらほ

らお声を聞いたんですが、これはお願いです。なか

なか先にせなあかんことがあって大変かと思いま

すが、洋式化のほうもどうかよろしくお願いいたし

ます。 

○委員長（清水  寛） 答弁、よろしいですか。 

○委員（義本みどり） いいです、答弁、いいです。

お願いでいいです。 

○委員長（清水  寛） 荒木委員。 

○委員（荒木慎大郎） もう大変細かいことで恐縮な

んですけど、２９ページの中学校の学習用端末の更

新の、今回、ＣｈｒｏｍｅｂｏｏｋからｉＰａｄへ

ということなんですけど、これ、何か要因があった

のか、教えてください。 

○委員長（清水  寛） 加藤参事。 

○教育施設課参事（加藤 哲夫） 特にないんですが、

今、小学校がｉＰａｄを使っておりまして、ｉＰａ

ｄのほうが故障が少ないというのと、バッテリーの

もちがいいというので、それで、今回、中学生もＣ

ｈｒｏｍｅｂｏｏｋからｉＰａｄに替えるという

ことにしております。以上です。 

○委員長（清水  寛） 荒木委員。 

○委員（荒木慎大郎） 分かりました。ありがとうご



 27 

ざいます。 

○委員長（清水  寛） よろしいですか。 

○委員（荒木慎大郎） はい。 

○委員長（清水  寛） 須山委員。 

○委員（須山 泰一） ２点お聞きします。 

 一つは、さっきサポートルームの教員の話があっ

たけど、教員全体として、配置に関して、この春、

どうだったんでしょう、不足、そういうのがどの程

度あるのか、ないのか、お聞きしたいです。 

 それと、もう一つは、以前、議会でもお聞きした

ことがあったんですけど、今、開催されました万博、

これに学校として、大分前、議会で聞いたときは、

特に参加の予定はないと聞いてたんですけど、分か

れば教えていただきたいです。 

○委員長（清水  寛） 寺坂課長。 

○学校教育課長（寺坂 浩司） まず、教職員の定員

につきましては、法や県の規則に基づいて、本市に

おきましては、４月１日時点で不足はありません。

定員どおり配置しています。 

 それから、万博につきましては、従来から県のほ

うの説明を受けながら、学校のほうにはお知らせを

しているところですけども、基本、学校のほうで学

校行事の一環として計画していただくというスタ

ンスでいますので、直近ではさらに行こうという意

思を聞いている状況ではありません。以上です。 

○委員長（清水  寛） 須山委員。 

○委員（須山 泰一） 北中が２年生が参加するとか

聞いたんですけど、具体的な話は教えていただけま

せんか。 

○委員長（清水  寛） 寺坂課長。 

○学校教育課長（寺坂 浩司） 学校のほうでは、ま

ず、まだ詳細のスケジュール等を検討されているも

のと思いますので、固まってから、こちらのほうが

知り得るところかなというふうに思います。今の段

階では、北中のほうから何か情報をいただいてると

かいうことはございません。以上です。 

○委員長（清水  寛） 須山委員。 

○委員（須山 泰一） これは盛り上げていこうとい

う話の中で、ガス爆発、危ないと、それから、これ

から暑くなる時期に熱中症対策がちゃんとできて

るんかとかいう、そういう不安の声もありますし、

あそこはもともとごみの最終処分場で、あそこにカ

ジノを開くために万博を誘致したと言われており

まして、非常に批判が、今、ちょっと消えてますけ

ど、そういう批判がもともと高いとこであって、マ

スコミの中で、そういうのが一定、開幕したことに

よって批判は表面上はなくなっているかもしれな

いけど、市民レベルではそういう批判の声、不安と

いうのはたくさんあると思うんで、僕は慎重にとい

うことを前、議会で言いました。なら、今の話では、

僕、北中だけって聞いたんですけど、ひょっとした

らまた増えていくとか、そういうことも考えられる

んですか、ここ、豊岡市の小・中学校からの参加は。 

○委員長（清水  寛） 寺坂課長。 

○学校教育課長（寺坂 浩司） 以前から調査とか、

聞き取りはしていますけども、その期間内でも一切

増えておりませんので、ここに来て増えるかどうか

といいますと、可能性としては何ともお答えしよう

がないんですけども。以上です。 

○委員長（清水  寛） 須山委員。 

○委員（須山 泰一） ありがとうございました。 

○委員長（清水  寛） よろしいですか。 

○委員（須山 泰一） はい。 

○委員長（清水  寛） ほか、ありますか。よろし

いですか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（清水  寛） それでは、以上で後半の部

を終了します。 

 ここで、委員、もしくは当局の皆さんから特に発

言はございませんか。 

 ないようでしたら、当局職員の皆さんにつきまし

ては、報告事項があります部署の職員を除いて、退

席いただいて結構です。お疲れさまでした。 

 ここで、委員会を暫時休憩します。 

午前１１時３８分休憩 

──────────────────── 

午前１１時４０分再開 

○委員長（清水  寛） それでは、委員会を再開し
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ます。 

 議事順序を変更し、５の報告事項に入ります。 

 ２、竹野学園の移転スケジュール（案）について

です。 

 教育委員会教育施設課から説明をお願いします。 

 教育施設課、加藤参事。 

○教育施設課参事（加藤 哲夫） 竹野学園の移転ス

ケジュール（案）についてご説明いたします。お手

元の資料をご確認ください。 

 ３月の定例会におきましてご説明しましたとお

り、当初、夏休みに引っ越しを行い、学園全体のス

タートを２学期からとする予定でございましたが、

増築棟部分の工事が予定よりずれ込むことが判明

いたしまして、移転スケジュールもずれ込むことに

なりました。移転スケジュールの見直しにつきまし

ては、子供たちの安全や教育活動等への影響を第一

に考えということで、学校と、あと、ＰＴＡ関係者

と協議をしまして、移転のスケジュール案がまとま

りました。 

 まず、移転の時期なんですが、１番の移転スケジ

ュール（案）に記載のとおりでございます。グラフ

の下の段、冬休み中に引っ越しを行いまして、全て

の児童生徒が同じ校舎で学び始めるのを３学期か

らとする案にまとまっております。 

 ２の学校・保護者への対応ということで、（１）

番、学校やＰＴＡ関係者の意見内容としましては、

まず１点目が移転時期は冬休み中心に行い、３学期

から全校生徒、児童が新しい校舎で学び始めるのが

望ましい。２点目としましては、冬休みまでは通学

であるとか、共同学習等の体験期間を設けながら、

徐々に慣れさせることが必要であると。３点目とし

ましては、低学年児童への影響を考慮すると、工事

が完全に終わる予定の３学期からスタートするの

が望ましいということが主な意見となりました。ま

た、その他保護者への対応としまして、ＰＴＡ以外

の、役員以外の保護者ということになりますが、ま

ず、今回の移転スケジュール案を保護者全員に事前

に通知いたします。２週間程度周知期間を設けまし

て、５月１０日に行われますＰＴＡ総会のときに具

体的な説明と、あと、意見交換、あと、課題整理な

んかを行いたいと思っております。 

 最後になりますが、３番目の今後のスケジュール

としましては、先ほどありましたように、４月２１

日月曜日あたりに保護者全員に対しまして移転ス

ケジュール案の通知をいたします。明けて、５月の

１０日の土曜日にＰＴＡ総会がございますので、そ

の中で保護者の説明を行いたいと思います。それ以

降、５月１２日の月曜日以降になりますが、地域住

民に対しまして隣保回覧などで移転スケジュール

案を周知することとします。今回、６月の定例会に

おきまして、条例附則で供用開始時期の改正議案と

いうのを上程する予定としておりますので、その関

係上、５月１９日月曜日に教育委員会定例会がござ

いますので、その中で議案を上程する予定としてお

ります。 

 説明のほうは以上でございます。 

○委員長（清水  寛） 説明は終わりました。 

 質問はございませんか。いいですか。よろしいで

すか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（清水  寛） ないようですので、教育委

員会教育施設課の職員の皆さんは退席いただいて

結構です。ご苦労さまでした。 

○教育施設課参事（加藤 哲夫） そしたら、この後、

議員全ての皆さんにデータとして資料を送らせて

いただくということでよろしいでしょうか。 

○委員長（清水  寛） はい、お願いします。 

 委員会を暫時休憩します。 

午前１１時４２分休憩 

──────────────────── 

午前１１時４４分再開 

○委員長（清水  寛） それでは、委員会を再開し

ます。 

 ４、協議事項、２、委員会重点調査事項について

です。 

 参考に、今年３月時点で当委員会の重点調査事項

を資料の３ページに上げております。 

 改めて委員会重点調査事項について、本日の事務
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概要の説明を踏まえた上で協議をお願いしたいと

思いますけども、この件についてご意見ありますか。

よろしいですか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（清水  寛） 異議なしと認め、このまま

いくということで決定をいたします。 

 続いて、その他ですが、管外行政視察研修につい

て協議をしたいと思います。 

 本年度の管外視察につきましては、次第のとおり

の日程で予定をしております。各担当のほうから質

問事項を少し投げていただくようなお話を前回し

ておりましたけども、今、前田委員のほうからは確

認をさせてもらってますけども、そのほかの皆さん

のほうからも順次いただきたいと思います。 

○委員長（清水  寛） 暫時休憩します。 

午前１１時４６分休憩 

──────────────────── 

午前１１時４７分再開 

○委員長（清水  寛） 委員会を再開します。 

 ほか、食事場所の確認とか、それぞれの質問事項

の調整を意見をいただきながら、最終的には正副で

一任いただきたいと思いますけども、ご異議ありま

せんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（清水  寛） そうしましたら、また順次

確認をいただいて、ご意見あればというところです

けども、ちなみに、今のこの日程で進めていきます。

案として、今ちょっと赤色がついてますけども、こ

れも事務局、中川さんとちょっと相談をしながら、

よほどのことがない限り、これでいこうというよう

な話をしてますので、またちょっと皆さんのほうで

見ていただけたらなというふうに思います。 

 視察先のほうに依頼文書と一緒に質問事項を送

らせてもらおうというふうに考えてますので、質問

事項をちょっとなるべく近日中にお願いをいたし

ます。 

 そのほか、管外視察の行程については、関係先と

調整しながら確定をしつつ、皆さんにまた情報を適

宜出していきたいと思いますので、よろしくお願い

します。 

 この件については、この程度にとどめたいと思い

ます。 

 次に、６、その他ですけども、この際、委員の皆

さんから何かありましたらお願いをいたします。よ

ろしいですか。 

 そうしましたら、以上をもちまして文教民生委員

会を閉会いたします。お疲れさまでした。 

午前１１時４８分閉会 

──────────────────── 

 


